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一
　
万
葉
詞
章
と
踏
歌
章
曲
と

万
葉
集
の
名
は
、
平
安
朝
の
初
め
頃
に
固
定
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
ふ
。
こ
の
書
物
自
身
が
、
其
頃

に
出
来
て
ゐ
る
。
此
集
に
絡
ん
だ
、
第
一
の
資
料
は
古
今
集
の
仮
名
・
真
名
両
序
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
信

じ
れ
ば
、
新
京
の
御
二
代
平
城
天
皇
の
時
に
出
来
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
此
集
の
名
も
、
大
体

此
前
後
久
し
か
ら
ぬ
間
に
、
纏
つ
た
も
の
と
見
て
よ
さ
ゝ
う
で
あ
る
。

詩
句
と
歌
詞
と
を
並
べ
た
新
撰
万
葉
集
や
、
古
今
集
の
前
名
を
「
続
シ
ヨ
ク万
葉
集
」
と
言
つ
た
事
実
や
、 

所  

い
は
ゆ

謂 る
古
万
葉
集
の
名
義
と
の
間
に
、
何
の
関
係
も
考
へ
ず
に
す
ま
し
て
来
て
ゐ
る
。
茲ここ
に
一
つ
の
捜
り
を

入
れ
て
見
た
い
。
新
撰
万
葉
集
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
、
倭
漢
朗
詠
集
の
前
型
で
あ
る
。
其
編
纂
の
目
的
も
、

ほ
ゞ
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
と
、
古
今
集
と
を
比
べ
て
見
る
と
、
似
て
ゐ
る
点
は
、
歌
の
上
だ
け
で

は
あ
る
が
、
季
節
の
推
移
に
興
を
寄
せ
た
所
に
著
し
い
。
此
と
並
べ
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
万
葉
集
の
巻

八
と
十
と
で
あ
る
。
等
し
く
景
物
事
象
で
小
分
け
を
し
て
、
其
属
す
る
四
季
の
標
目
の
下
に
纏
め
、
更
に

  

雑    

歌  

ザ
フ
ノ
ウ
タ

と 

相  

聞 

サ
ウ
モ
ン

と
二
つ
宛
に
区
劃
し
て
ゐ
る
。
分
類
は
細
か
い
が
、
此
を
古
今
集
に
照
し
あ
は
せ
て

見
る
と
、
後
者
に
四
季
と
恋
の
部
の
重
ん
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
理
由
が
知
れ
る
。
私
は
、
続
万
葉
集
な
る
古
今
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は
、
此
型
を
つ
い
だ
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
。
一
方
新
撰
万
葉
集
の
系
統
を
見
る
と
、
公
任
の
倭
漢
朗
詠
集

よ
り
も
古
く
、
応
和
以
前
に
、
大
江 

維  

時 

コ
レ
ト
キ

の
「
千
載
佳
句
」
が
あ
る
。
此
系
統
を
た
ぐ
れ
ば
、
更
に
奈

良
盛
期
に
な
つ
た
ら
し
い
、
万
葉
人
の
詩
の
み
を
集
め
た
と
言
つ
て
よ
い
　
　
更
に
、
漢
風
万
葉
集
と
称

へ
て
よ
い
　
　
懐
風
藻
な
ど
も
あ
る
。

万
葉
集
と
懐
風
藻
と
、
千
載
佳
句
と
朗
詠
集
と
の
間
に
あ
つ
た
、
微
妙
な
関
係
が
、
忘
れ
き
り
に
な
つ
て

居
さ
う
で
な
ら
ぬ
。
懐
風
藻
で
見
て
も
、
宴
遊
・
賀
筵
の
詩
が
十
中
七
八
を
占
め
て
ゐ
る
。
此
意
味
で
、

万
葉
巻
八
・
十
な
ど
も
、
宴
遊
の
即
事
や
、
当
時
諷
誦
の
古
歌
な
ど
か
ら
出
来
て
ゐ
る
、
と
見
る
事
が
出

来
る
と
思
ふ
。
其
を
、
四
季
に
分
け
た
の
は
、
四
季
の
肆
宴
・
雅
会
の
際
の
物
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

而
も
、
雑
と
相
聞
と
に
部
類
し
た
の
は
、
理
由
が
あ
る
。

相
聞
は
、
か
け
あ
ひ
歌
で
あ
る
。
八
・
十
の
歌
が
必
し
も
皆
ま
で
、
此
か
ら
言
ふ
成
因
か
ら
来
た
と
は
断

ぜ
ら
れ
ま
い
が
、
尠
く
と
も
起
原
は
か
う
で
あ
る
。
宮
廷
・
豪
家
の
宴
遊
の
崩
れ
な
る
肆
宴
に
は
、
旧
来

の
習
慣
と
し
て
、
男
女 

方  

人 

カ
タ
ウ
ド

を
分
け
て
の
唱
和
が
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
乱
酔
舞
踏
に
終
る
の
で
あ
つ
た
。

さ
う
言
ふ
事
情
か
ら
、
宴
歌
と
言
へ
ば
、
相
聞
発
想
を
条
件
と
し
た
の
で
あ
る
。
古
風
に
謂
ふ
と
、
儀
式

の
後
に 

直  

会 

ナ
ホ
ラ
ヒ

が
あ
り
、
此
時
に
は
、
伝
統
あ
る
厳
粛
な
歌
を
謡
う
て
、
正
儀
の
意
の
あ
る
所
を
平
俗
に

説
明
し
、
不
足
を
補
ふ
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
此
際
の
歌
詠
が
、
古
典
以
外
に
、
即
興
の
替
へ
唱
歌
を
以
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て
せ
ら
れ
た
の
が
、
雑
歌
で
あ
る
。

其
が
更
に
、
宴
座
の
う
た
げ
と
な
る
と
、
舞
姫
其
他
の
列
座
の
女
と
の
当
座
応
酬
の
か
け
あ
ひ
と
な
る
。

古
代
に
溯
る
ほ
ど
、
か
う
し
た
淵
酔
行
事
は
、
度
数
が
尠
く
な
る
。
恐
ら
く
厳
冬
の
極
つ
て
、
春
廻
る
夜

の
行
事
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
飛
鳥
朝
か
ら
、
次
第
に
其
回
数
を
増
し
、
宴
遊
を
以
て
宮
廷
の
文

化
行
事
の
一
つ
と
考
へ
る
様
に
な
つ
て
、
宴
遊
・
行
幸
・
賀
筵
が
行
は
れ
た
。

直
会
に
は
、
主
上
及
び
家
長
の
寿
の
讃
美
を
、
矚
目
の
風
物
に
寄
せ
て
陳
べ
る
類
型
的
な
歌
を
生
み
出
す
。

茲
に
、
四
季
の
譬
喩
歌
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
其
が
次
第
に
、
唯
朗
ら
か
で
あ
れ
ば
、
事
足
る
と
言
ふ
祝

言
の
気
分
か
ら
、
叙
景
詩
に
近
く
変
じ
て
行
つ
た
。
宴
座
の
う
た
げ
に
な
る
と
、
さ
う
し
た
正
述
心
緒
・

寄
物
陳
思
の
方
法
が
、
恣
ほ
し
い
ま
まに
表
現
せ
ら
れ
て
来
る
。
か
う
し
て
四
季
相
聞
は
出
来
る
。

巻
十
は
、
か
う
し
た
謡
ひ
棄
て
ら
れ
た
宴
歌
の
類
聚
で
あ
つ
て
、
更
に
他
の
機
会
の
応
用
に
役
立
て
よ
う

と
し
た
の
で
あ
ら
う
。
巻
八
の
方
は
、
其
が
宮
廷
並
び
に
豪
家
の
穏
座
・
宴
座
の
間
に
発
せ
ら
れ
た
、
当

時
著
名
な
も
の
ゝ
記
録
で
、
大
伴
家
持
の
手
記
を
経
た
も
の
ら
し
い
。

此
等
の
歌
は
、
表
面
に
こ
そ
、
祝
福
の
意
の
見
え
な
い
の
も
あ
る
。
併
し
元
来
、
主
上
・
家
長
の
健
康
と
、

宮
室
の
不
退
転
を
呪
す
る
用
途
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
恰
あ
た
かも
踏
歌
の
章
曲
が
次
第
に
、
後
世
断

篇
化
し
て
朗
詠
と
な
つ
て
、
祝
賀
の
文
を
失
う
て
も
、
尚
さ
う
し
た
本
義
は
失
は
な
か
つ
た
様
に
、
四
季
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雑
歌
・
相
聞
は
、
千
秋
万
歳
の
目
的
で
謡
は
れ
た
の
だ
。

其
最
古
い
形
は
、
上
元
の
踏
歌
で
あ
る
。
踏
歌
の
詞
章
に
は
、
奈
良
朝
に
は
、
宮
廷
詩
な
る
大
歌
が
謡
は

れ
た
事
も
あ
る
が
、
平
安
の
初
め
に
は
、
漢
詞
曲
が
誦
せ
ら
れ
た
様
に
見
え
る
。
延
暦
十
二
年
の
奠
都
の

際
の
男
・
女
の
章
曲
が
、
其
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
後
世
の
淵
酔
の  

郢    

曲  

え
い
き
よ
く

類
を
参
照
す
れ
ば
、
公
式

の
も
の
が
其
で
、
其
他
に
崩
れ
と
し
て
、
国
文
脈
の
律
文
を
謡
つ
た
事
は
推
定
し
て
よ
い
様
だ
。
だ
か
ら

踏
歌
の
曲
と
し
て
は
、
漢
詩
賦
を
用
ゐ
る
が
、
淵
酔
舞
踏
の
詞
と
し
て
は
、
短
歌
其
他
を
使
う
た
事
が
察

せ
ら
れ
る
。
漢
文
脈
の
方
は
、
後
に
「
万
春
楽
」
と
称
す
る
程
、
其
句
を
く
り
返
し
た
の
だ
が
、
国
文
脈

の
物
は
「
あ
ら
れ
ば
し
り
」
と
言
ふ
位
『
よ
ろ
づ
代
あ
ら
れ
』
を
囃
し
詞
に
用
ゐ
る
様
に
な
つ
た
。

此
踏
歌
の
詩
賦
か
ら
朗
詠
が
生
れ
て
来
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
此
朗
詠
の
前
型
と
見
る
べ
き
物
の
、

歌
と
対
照
せ
ら
れ
て
ゐ
る
新
撰
万
葉
集
の
存
在
は
、
踏
歌
に
詩
歌
の
並
び
行
は
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
而
も
、
其
詩
を
列
ね
た
集
の
名
を
「
千
載
佳
句
」
と
言
う
て
ゐ
る
の
は
、
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

で
あ
る
。
踏
歌
か
ら
出
て
、
帝
徳
を
頌
し
聖
寿
を
呪
す
る
も
の
な
る
が
為
の
名
で
あ
る
。
さ
う
し
て
其
が

更
に
、
他
の
淵
酔
に
も
用
ゐ
ら
れ
た
。
万
葉
集
の
編
纂
が
、
平
安
初
め
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
其
題
号
の
由

来
も
、
踏
歌
其
他
の
宴
遊
の
用
語
に
絡
め
て
説
い
て
よ
い
。

万
葉
集
の
名
義
に
つ
い
て
、
万
詞
又
は
万
代
の
義
と
す
る
議
論
は
、
王
朝
末
の
歌
学
者
か
ら
く
り
返
さ
れ
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て
来
た
。
而
も
今
は
、
も
う
空
論
に
達
し
て
ゐ
る
。
疑
ひ
も
な
く
、
万
代
の
義
で
あ
る
。
だ
が
、
万
代
に

伝
ふ
べ
き
歌
集
の
義
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
尚
考
へ
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
、
千
載
佳
句
に
対
し

て
、
天
子
・
皇
居
の
万
葉
を
祝
す
る
詞
章
と
言
ふ
用
語
が
、
平
安
朝
初
期
に
は
、
あ
つ
た
の
だ
ら
う
と
の

仮
説
を
持
つ
。
後
に
、
万
春
楽
と
言
ふ
が
如
き
で
あ
る
。
此
語
、
踏
歌
章
曲
の
一
部
と
し
て
の
、
歌
詞
の

名
と
し
て
通
用
し
た
処
か
ら
、
舞
踏
歌
の
総
称
と
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
次
第
に
四
季

の
風
物
と
述
懐
と
を
示
す
歌
集
を
、
万
葉
集
と
言
ふ
事
に
な
つ
た
も
の
と
見
る
。

初
め
は
専
ら
謡
ひ
物
と
し
て
、
後
に
は
半
以
上
鑑
賞
用
の
作
物
に
も
、
通
用
す
る
名
と
な
つ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
私
の
推
定
が
幸
に
正
し
く
ば
、
此
集
編
纂
当
時
は
、
ま
だ
謡
ひ
物
と
し
て
の
「
万
葉
」
の
集

で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
、
万
葉
集
の
最
新
し
い
時
代
の
意
義
に
叶
う
た
巻
は
、
八
・
十
で

あ
る
。
だ
が
、
万
葉
詞
曲
に
は
、
尚
古
い
形
が
、
宮
廷
及
び
氏
々
に
残
つ
て
ゐ
た
。
踏
歌
章
曲
以
前
の
万

葉
を
、
此
に
加
へ
て
編
纂
し
よ
う
と
し
た
成
蹟
が
、
現
存
の
万
葉
集
で
あ
る
。

此
意
味
に
お
け
る
万
葉
の
用
語
例
を
拡
充
す
れ
ば
、
宮
廷
詩
と
言
ふ
事
に
な
る
。
宮
廷
の
祭
事
儀
式
に
用

ゐ
ら
れ
た
伝
来
の
歌
詞
及
び
、
民
間
か
ら
採
用
せ
ら
れ
た
詞
曲
は
、
す
べ
て
此
に
こ
も
る
。

　
　
　
　
　
二
　
万
葉
集
の
大
歌
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記
・
紀
に
見
え
た
大
歌
　
　
歌
・
振フリ
を
こ
め
て
　
　
と
、
万
葉
の
一
・
二
に
残
つ
た
宮
廷
詩
と
の
差
異
は
、

下
の
二
つ
で
あ
る
。
彼
は
、
呪
詞
・
叙
事
詩
　
　
物
語
　
　
か
ら
游
離
又
は
、
脱
落
し
た
も
の
が
、
其
母

胎
な
る
詞
章
の
裏
書
き
に
よ
つ
て
呪
力
を
持
つ
て
ゐ
、
此
は
、
其
原
曲
か
ら
独
立
し
た
様
式
と
い
ふ
意
識

の
上
に
立
つ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
伝
来
の
大
歌
の
改
作
・
替
へ
歌
で
な
く
と
も
、
威
力
は
自
由
に
詞
章
の

上
に
寓
る
も
の
と
考
へ
た
事
で
あ
る
。
尤
、
古
物
語
を
背
景
に
持
つ
た
も
の
も
あ
る
が
、
尠
く
と
も
其
を

引
き
放
し
て
考
へ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

仁
徳
朝
・
雄
略
朝
な
ど
の
伝
説
あ
る
歌
も
載
せ
て
ゐ
る
が
、
大
体
に
於
て
、
飛
鳥
末
、
即
す
な
は
ち舒
明
・
皇
極
朝

頃
か
ら
の
記
録
で
あ
る
。
此
時
代
は
、
大
歌
の
転
機
で
あ
つ
た
。
日
本
紀
や
万
葉
自
身
を
見
て
も
、
宮
廷

詞
人
　
　
秦
大
蔵
造
万
里
・
野
中
川
原
史
満
・
間
人
連
老
　
　
ら
し
い
も
の
が
出
か
け
て
ゐ
る
。
代
作
詞

人
の
作
物
が
宮
廷
詩
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
ゝ
記
録
を
採
用
し
た
ら
し
い
。
而
も
、
一
・
二
を
通
じ
て
、

其
序
と
歌
と
の
間
に
、
半
数
以
上
境
遇
・
地
理
・
時
代
・
作
者
の
矛
盾
や
錯
誤
を
指
摘
出
来
る
。
後
世
の

書
き
留
め
な
事
は
明
ら
か
だ
。
が
、
巻
末
の
体
裁
に
、
長
皇
子
が
、
書
い
た
ら
し
い
様
子
を
見
せ
て
ゐ
る

か
ら
、
奈
良
朝
の
初
期
に
成
書
と
な
つ
て
居
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
右
の
皇
子
の
編
纂
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
て
奈
良
前
の
物
を
、
大
歌
の
本
格
と
見
て
ゐ
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
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此
二
巻
に
と
り
わ
け
明
ら
か
な
事
実
で
、
万
葉
集
全
体
に
亘
る
も
の
は
、
歌
と
鎮
魂
法
と
の
関
係
で
あ
る
。

鎮
魂
歌
は
、
舞
踊
を
伴
ふ
歌
詠
で
、
正
式
に
は
ふ
り
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
宮
廷
伝
来
の
詞
曲
に
は
、

う
た
と
称
へ
て
ゐ
る
。
此
巻
々
の
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
は
皆
、
明
ら
か
に
其
手
段
と
し
て
、
謡
は
れ
た
も

の
な
る
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
此
二
巻
は
、
宮
廷
人
の
信
仰
生
活
を
、
鮮
や
か
に
見
せ

て
ゐ
る
。

三
・
四
・
六
の
巻
は
、
古
今
集
の
前
型
と
も
言
ふ
べ
き
、
古
風
・
近
代
様
を
交
へ
録
し
た
も
の
で
、
此
が
、

私
人
或
は
、
其
一
族
の
歌
集
に
も
、
其
伝
来
正
し
く
、
最
重
々
し
い
編
輯
法
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
な

い
か
。
し
て
見
れ
ば
、
此
は
、
大
伴
氏
長
の
家
の
集
で
あ
り
、
大
伴
古
今
和
歌
集
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で

あ
ら
う
。
さ
う
し
て
出
来
た
目
的
は
、
年
頭
朝
賀
の
寿
詞
奏
上
同
様
、
氏
族
の
歌
に
含
ま
れ
た
鎮
魂
的
効

果
を
聖
躬
に
及
ぼ
さ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
か
ら
、
三
・
四
・
六
は
、
大
伴
氏
に
流
用
し
た

宮
廷
詩
の
「
大
歌
」
古
曲
及
び
、
現
代
の
族
長
の
身
辺
の
恋
愛
・
誓
約
・
病
災
除
却
の
す
べ
て
鎮
魂
に
属

す
る
歌
曲
伝
来
の
久
し
い
考
へ
方
か
ら
、
此
歌
集
を
献
る
こ
と
が
、
服
従
を
誓
ひ
、
聖
寿
を
賀
す
る
事
に

な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

此
両
巻
は
、
家
持
が
、
主
上
に
献
つ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
が
、
或
は
皇
太
子
伝
と
し
て
の
位
置
か
ら
見

て
、
其
後
ウ
シ
ロみ
申
し
た
早
良
サ
ハ
ラ
太
子
　
　
或
は
、
他
の
男
女
皇
子
　
　
の
為
の
指
導
書
と
し
て
上
つ
た
も
の
と

9



も
、
文
学
史
的
に
は
考
へ
ら
れ
る
。
平
安
の
女
房
日
記
や
、
其
歌
物
語
が
、
宮
廷
貴
族
の
子
女
教
育
に
用

ゐ
ら
れ
た
り
、
男
子
の
手
に
書
か
れ
た
も
の
で
も
、
倭
名
鈔
や
、
口
遊
な
ど
が
、
修
養
書
に
使
は
れ
た
例

の
古
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
う
し
て
見
れ
ば
、
以
前
持
つ
て
ゐ
た
大
伴
氏
に
繋
る
、
両
度
の
疑
獄

の
為
に
、
没
収
せ
ら
れ
た
家
財
の
一
部
と
し
て
、
此
等
の
巻
及
び
巻
五
並
び
に
、
巻
十
七
以
下
の
四
巻
等

が
、
歌
儛
所
に
入
つ
た
も
の
と
す
る
私
の
考
へ
方
は
近
世
式
な
合
理
観
で
あ
る
。
一
説
と
し
て
採
用
し
て

下
さ
つ
た
澤
瀉
さ
ん
に
は
す
ま
な
い
が
、
潔
く
撤
回
し
て
了
ふ
。
東
宮
坊
の
資
材
と
な
つ
て
残
つ
た
の
が
、

第
二
の
太
子
安ア
殿デ
皇
子
の
教
材
と
な
り
、
平
城
天
皇
と
な
ら
れ
て
も
、
深
く
浸シ
み
つ
い
て
ゐ
た
「
奈
良
魂
」

の
出
所
は
、
此
等
の
巻
々
な
ど
に
あ
り
さ
う
に
思
ふ
。

巻
第
五
は
、
族
長
と
し
て
の
宴
遊
詞
・
其
他
の
鎮
魂
詞
と
い
ふ
意
味
か
ら
出
て
、
文
学
態
度
を
多
く
と
り

入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
憶
良
の
私
生
活
の
歌
詞
の
多
い
の
も
、
此
巻
が
憶
良
の
手
で
旅
人
の
作
物
の
整
理

せ
ら
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
だ
か
ら
序
引
の
文
詞
は
憶
良
の
作
で
、
歌
だ
け
は
、
恐
ら
く
旅
人
の
自
作

で
あ
ら
う
。
さ
う
し
た
歌
書
を
献
る
事
が
、
長
上
に
服
従
を
誓
ふ
と
共
に
、
眷
顧
を
乞
ふ
所
以
に
も
な
る

の
で
あ
つ
た
。
「
あ
が
ぬ
し
の
み
魂
た
ま
ひ
て
」
の
歌
に
、
其
間
の
消
息
が
伝
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
す
る
と
、

巻
五
の
体
裁
や
、
発
想
法
の
上
に
あ
る
矛
盾
も
解
け
る
の
で
あ
る
。

巻
五
は
、
憶
良
の
申
し
文
と
も
言
ふ
べ
き
、
表
に
旅
人
を
立
て
、
内
に
自
ら
を
陳
べ
た 

哀 

願 

歌 

ウ
タ
ヘ
ウ
タ

の
集
で
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あ
る
。
此
巻
な
ど
に
な
る
と
、
二
・
三
・
六
其
他
に
は
隠
れ
た
家
集
の
目
的
が
、
露
骨
に
出
て
ゐ
る
と
見

て
よ
い
。

か
う
し
て
見
る
と
、
三
・
四
に
は
、
全
体
と
し
て
諷
諭
鎮
魂
・
暗
示
教
化
の
目
的
が
見
え
る
と
言
へ
る
。

巻
五
に
は
、
魂
の
分
割
を
請
ふ
意
味
が
、
家
集
進
上
の
風
と
絡
ん
で
ゐ
る
様
で
あ
る
。
皆
形
を
変
へ
て
も
、

鎮
魂
の
目
的
を
含
ま
な
い
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　
　
三
　
ふ
り
　
く
に
ぶ
り
　
う
た

万
葉
や
記
・
紀
に
「
門
中
ト
ナ
カ
の
い
く
り
に
ふ
れ
た
つ
…
…
」
「
下
つ
瀬
に
流
れ
ふ
ら
ふ
」
「
中
つ
枝
に
落
ち

ふ
ら
は
へ
」
な
ど
、
ふ
る
の
系
統
の
語
こ
と
ばの
、
半
分
意
義
あ
り
、
半
分
は
な
い
と
言
つ
た
用
法
を
、
類
型
的

に
く
り
返
し
て
ゐ
る
の
は
、
何
故
で
あ
ら
う
。
此
は
全
く
、
た
ま
ふ
り
の
信
仰
か
ら
出
来
た
多
く
の
詞
章

が
、
其
ふ
る
と
言
ふ
語
の
俤
を
、
ど
こ
か
に
留
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
た
ま
ふ
る
を
略
し
て
ふ
る
と
言
ふ
。

此
ふ
る
と
言
ふ
語
は
、
外
来
の
威
霊
を
、
身
に
、
密
着
せ
し
め
る
と
言
ふ
用
語
例
で
あ
る
。
内
在
魂
の
游

離
を
防
ぎ
鎮
め
る
と
言
ふ
た
ま
し
づ
め
の
信
仰
以
前
か
ら
あ
つ
た
の
だ
。

此
ま
な
　
　
外
来
魂
　
　
信
仰
は
、
国
々
の
君
の
後
な
る
族
長
・
神
主
な
る
国
造
等
の
上
に
も
あ
つ
た
。
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其
国
を
圧
服
す
る
威
力
は
、
霊
の
「
来
り
ふ
る
」
よ
り
起
る
と
し
た
。
其
為
の
歌
舞
が
、
国
の
霊タマ
ふ
り
歌

及
び
舞
で
あ
る
。
此
が
く
に
ぶ
り
と
言
ふ
語
の
原
義
で
あ
る
。
同
時
に
、
ふ
り
は
、
舞
姿
或
は
歌
曲
を
単

独
に
い
ふ
古
語
で
な
か
つ
た
事
が
知
れ
よ
う
。
霊
ふ
り
に
は
、
歌
謡
・
舞
踏
を
相
伴
ふ
も
の
と
し
て
、
二

つ
の
行
為
を
一
つ
に
こ
め
、
ふ
り
の
略
語
が
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
は
、
古
代
の
事
で
あ
る
様
だ
。

此
宮
廷
の
直
下
に
在
る
大
和
の
外
の
地
方
は
、
宮
廷
直
属
の
あ
が
た
に
対
し
て
、
く
に
と
言
ひ
分
け
て
ゐ

た
。
旧
来
の
地
方
信
仰
に
よ
つ
て
、
其
地
方
の
君
主
と
し
て
の
威
力
と
、
民
と
を
失
は
な
い
で
ゐ
る
半
属

国
の
姿
を
持
ち
続
け
て
ゐ
る
。
さ
う
し
た
服
従
者
の
勢
力
の
、
尚
残
つ
て
ゐ
る
土
地
と
し
て
の
く
に
の
観

念
は
、
大
化
の
改
新
の
時
代
ま
で
、
抜
け
き
つ
て
は
居
な
か
つ
た
。
か
う
言
ふ
国
々
の
ま
な
な
る
威
霊
を

献
り
、
聖
躬
に
ふ
ら
し
め
る
。
と
同
時
に
、
其
国
を
圧
服
す
る
権
力
が
、
天
子
に
生
ず
る
と
言
ふ
信
仰
が
、

風
俗
歌
の
因
と
な
つ
た
。
国
々
の
鎮
魂
歌
舞
を
意
味
す
る
く
に
ぶ
り
の
奏
上
が
、
同
時
に
服
従
の
誓
約
式

を
意
味
す
る
。
か
う
し
て
、
次
第
に
天
子
の
領
土
は
、
拡
つ
て
行
つ
た
。
大
臣
・
国
造
奏
賀
の
後
、
直
会

の
座
で
、
寿
詞
の
内
容
と
違
う
た
詞
章
で
言
ひ
直
し
、
寿
詞
に
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
誤
り
を
直
し
改
め

る
大
直
日
神
の
神
徳
を
予
期
す
る
神
事
を
行
ふ
。
其
時
に
謡
は
れ
た
も
の
が
、
く
に
ぶ
り
の
根
元
で
あ
る
。

此
が
、
伝
来
不
明
で
、
後
期
王
朝
に
始
つ
た
様
に
思
は
れ
易
い
、
和
歌
会
の
儀
式
に
も
な
つ
た
の
だ
。
歌

垣
と
同
じ
形
式
が
古
く
行
は
れ
て
ゐ
た
と
見
え
て
、
歌
の
唱
和
が
あ
つ
た
。
此
が
歌
合
せ
を
分
化
し
て
行
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つ
た
。
歌
の
本
末
を
、
国
々
か
ら
出
た
采
女
の
類
の
女
官
　
　
巫
女
　
　
と
同
国
出
の
舎
人
と
が
か
け
合

ひ
す
る
様
に
な
つ
て
来
た
も
の
と
見
る
が
正
し
い
と
思
ふ
。
帳
内
資
人
な
ど
言
ふ
、
貴
族
の
家
に
賜
つ
た

随
身
の
舎
人
の
中
に
も
、
壬
生
忠
岑
の
様
な
歌
人
が
出
た
。
大
体
歌
合
せ
の
召
人
と
し
て
武
官
の
加
は
る

風
は
、
遠
因
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
王
朝
末
に
な
つ
て
、
宮
廷
仙
洞
の
武
官
の
中
か
ら
、
作
家
が
頻
り
に

頭
を
出
し
た
の
も
、
や
は
り
此
舎
人
が
国
ぶ
り
の
歌
舞
に
加
は
る
旧
習
か
ら
出
た
と
す
る
の
が
正
し
い
だ

ら
う
。
和
歌
会
は
、
殆
ど
神
事
で
あ
つ
た
。
此
方
面
に
な
る
と
、
歌
の
唱
和
や
、
論
争
が
主
と
な
つ
て
、

舞
は
踏
歌
の
方
に
専
ら
行
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。
踏
歌
も
、
国
ぶ
り
演
奏
も
、
同
時
に
行
は
れ
た
も
の
が
、

男
女
同
演
の
歌
垣
か
ら
変
じ
た
痕
跡
を
ふ
り
棄
て
た
。

片
哥
の
様
式
は
、
あ
ま
り
に
古
風
で
、
単
純
で
、
声
楽
的
に
も
、
内
容
か
ら
見
て
も
、
変
化
が
な
い
。
一

・
二
の
句
の
音
脚
を
増
し
て
、
一
句
の
音
脚
を
、
大
し
て
変
動
を
起
さ
せ
ず
に
謡
は
れ
る
歌
詞
が
か
な
り

古
代
　
　
記
録
の
年
代
を
信
ず
れ
ば
、
神
武
天
皇
の
高
佐
士
野
の
唱
和
に
見
え
て
ゐ
る
　
　
か
ら
発
生
し

か
け
て
居
た
。
其
が
意
識
せ
ら
れ
て
、
別
殊
の
新
様
式
と
な
つ
た
の
は
、
飛
鳥
の
都
の
末
か
ら
藤
原
朝
へ

か
け
て
の
事
ら
し
い
。
其
完
全
な
成
立
を
助
け
た
の
は
、
長
章
の
歌
曲
の
末
を
、
く
り
返
し
て
謡
ひ
乱ヲサ
め

る
形
で
あ
る
。
此
が
段
々
反
歌
と
し
て
、
本
末
の
対
立
部
分
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
出
す
機
運
と
時
代
を

一
つ
に
し
た
。
影
響
が
相
互
関
係
で
、
次
第
に
細
や
か
に
な
つ
て
来
た
。
そ
こ
に
、
今
ま
で
久
し
く
無
意
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識
に
く
り
返
し
て
ゐ
た
様
式
の
成
立
と
、
声
楽
要
素
の
変
化
が
急
速
に
来
た
も
の
ら
し
い
。

長
曲
又
は
小
曲
で
も
、
奇
数
の
句
で
最
後
の
句
を
反
乱
す
る
と
三
句
の
片
哥
の
形
で
あ
る
。
結
ん
で
ゐ
る

も
の
は
、
其
が
、
対
句
辞
法
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
時
代
に
な
る
と
、
最
後
の
一
聯
と
、
結
句
だ
け
で
は
不

足
感
が
出
て
来
る
。
そ
こ
で
、
二
聯
と
結
句
と
を
、
反
乱
す
る
様
に
な
る
。
人
麻
呂
の
長
歌
な
ど
は
、
殊

に
其
措
辞
法
の
上
の
癖
か
ら
、
結
末
の
五
句
が
、
一
つ
の
完
全
な
文
章
に
な
つ
た
の
も
多
い
し
、
な
り
か

け
て
ゐ
る
の
も
沢
山
あ
る
。
反
歌
は
す
で
に
、
一
つ
の
様
式
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
な
が
ら
、
ま
だ
そ
の

発
生
期
の
俤
が
、
長
歌
の
結
び
の
句
に
残
つ
て
居
た
。

　
　
　
　
　
四
　
う
た
の
時
代

記
・
紀
で
す
ら
、
ふ
り
と
言
ふ
べ
き
も
の
を
、
う
た
に
入
れ
て
居
る
。
大
体
大
歌
と
称
す
る
も
の
は
、
其

用
途
か
ら
見
て
、
殆
ど
す
べ
て
ふ
り
に
属
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
称
呼
を
と
つ

て
ゐ
る
の
は
、
ふ
り
よ
り
も
う
た
が
尊
い
と
の
考
へ
か
ら
で
あ
る
。
他
民
族
出
の
詞
章
で
、
殊
に
近
代
に

大
歌
に
編
入
せ
ら
れ
た
も
の
を
の
み
、
ふ
り
と
言
ふ
様
だ
。

う
た
を
語
根
に
し
た
動
詞
の
う
た
ふ
が
、
古
く
分
化
し
て
、
所
謂
四
段
の
も
の
と
、
下
二
段
活
用
の
も
の
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と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
前
者
は
、
う
た
を
対
象
と
し
て
の
動
作
即
謡
ふ
で
あ
る
。
後
者
は
訴
ふ
の
原
形
と
な

つ
た
。
此
は
謡
ふ
に
対
す
る
役
相
で
あ
る
が
、
神
事
を
課
せ
ら
れ
る
者
に
は
、
公
式
に
臨
む
臣
民
の
動
作

と
し
て
、
能
相
風
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
祓ハラ
ふ
る
・
卜ウラ
ふ
る
の
例
で
あ
る
。
謡
ふ
事
に
よ
つ
て
、
神
又
は

神
人
の
処
置
判
決
を
待
つ
式
で
あ
る
。

元
来
う
た
は
、
奏
上
式
の
ふ
り
に
対
す
る
も
の
で
、
宣
下
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
神
の
叙
事
詩
の
抒
情
部

分
を
言
ふ
も
の
で
、
呪
詞
に
お
け
る
こ
と
　
　
こ
と
わ
ざ
　
　
の
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
の
端
的

で
直
接
な
の
に
対
し
て
、
う
た
は
、
幾
分
婉
曲
に
暗
示
の
効
果
に
富
む
も
の
ら
し
い
。
神
及
び
神
人
の
宣

る
の
り
と
を
和
ら
げ
た
も
の
で
、
儀
式
で
言
へ
ば
、
直
会
の
時
の
詞
で
あ
る
。
此
を
口
誦
す
る
の
は
、
神

の
資
格
に
於
て
す
る
の
で
あ
つ
た
。
此
が
歌
垣
の
庭
の
中
心
行
事
と
な
つ
た
。
相
聞
唱
和
の
風
が
盛
ん
に

な
る
の
も
、
う
た
に
は
ふ
り
が
酬
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

歌
に
対
す
る
ふ
り
の
和
せ
ら
れ
る
式
の
逆
に
な
つ
た
の
が
、
う
た
へ
で
、
神
に
問
ひ
か
け
る
形
を
と
る
の

だ
。
巫
女
か
ら
神
に
、
女
か
ら
男
に
、
臣
か
ら
君
へ
ま
づ
言
ひ
か
け
て
ゐ
る
の
は
、
多
く
此
部
類
に
入
る
。

出
雲
振
根
の
「
た
ま
も
し
づ
し
」
の
歌
・
三
重
采
女
・
仁
徳
記
の
「
つ
ゝ
き
の
宮
」
の
歌
・
赤
猪
子

ア
カ
ヰ
コ

の
歌

な
ど
、
う
た
へ
で
あ
る
。
「
よ
ご
と
に
も 

一  

詞 

ヒ
ト
コ
ト

、
あ
し
き
こ
と
に
も
一
詞
、
こ
と
さ
か
の
神
」
と
名
の

つ
た
一
言
主
神
の
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
の
り
わ
け
の
詞
は
短
か
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
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五
　
相
聞

二
人
で
か
け
あ
は
せ
た
本
末
の
片
哥
を
続
け
て
、
一
体
の
歌
と
考
へ
ら
れ
る
と
、
旋
頭
歌
の
形
式
は
な
り

た
つ
。
だ
か
ら
、
又
、
旋
頭
歌
を
唱
和
し
た
様
な
形
式
さ
へ
出
来
て
ゐ
た
。
又
、
旋
頭
歌
と
し
て
独
立
し

た
も
の
で
も
、
自
問
自
答
の
形
を
と
つ
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
片
哥
の
内
に
、
短
歌
の
胚
胎
せ
ら
れ

て
ゐ
る
間
に
、
旋
頭
歌
は
ま
づ
一
つ
の
詩
形
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
。

一
体
、
片
哥
は
、
何
か
の
事
情
で
一
つ
伝
つ
て
居
る
も
の
も
あ
る
が
、
此
は
正
し
く
な
い
の
で
、
必
組
み

唄
と
し
て
二
首
以
上
、
　
　
問
答
唱
和
を
忘
れ
た
も
の
は
　
　
連
吟
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
た
も

の
ゝ
中
に
は
、
片
哥
も
短
歌
に
近
い
も
の
も
、
入
り
ま
じ
つ
て
ゐ
た
。
其
で
、
片
哥
か
ら
短
歌
の
分
離
す

る
以
前
に
は
、
短
歌
も
組
み
唄
の
形
で
、
数
首
続
け
て
謡
は
れ
た
。
記
・
紀
の
大
歌
に
、
短
歌
一
首
独
立

し
た
も
の
ゝ
あ
る
の
は
、
此
も
亦
、
伝
来
や
記
録
が
完
全
で
な
か
つ
た
の
だ
。

短
歌
も
相
聞
の
詞
と
し
て
、
一
首
づ
ゝ
対
立
し
、
又
は
数
首
組
ん
で
唱
和
せ
ら
れ
た
間
に
、
特
に
記
憶
の

価
値
あ
る
も
の
が
と
り
放
し
て
口
ず
さ
ま
れ
る
様
に
な
つ
た
。
さ
う
し
て
一
首
孤
立
し
た
短
歌
も
、
謡
は

れ
作
ら
れ
す
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
う
た
へ
の
時
の
歌
は
、
長
曲
や
、
片
哥
も
あ
つ
た
が
、
次
第
に
、
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短
歌
に
近
づ
い
て
来
た
様
で
あ
る
。
殊
に
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
事
実
は
、
男
女
の
ち
ぎ
り
の
場
合
に
、
此

形
が
最
多
く
用
ゐ
ら
れ
た
事
で
あ
る
。

男
女
の
初
め
て
の
ち
ぎ
り
に
も
、
又
其
後
も
、
神
の
意
思
を
う
た
へ
の
方
式
で
申
し
て
神
慮
を
問
ふ
。
此

時
は
、
答
へ
は
歌
に
よ
ら
ず
兆
し
で
顕
れ
る
。
う
け
ひ
の
形
で
あ
る
。
若
し
う
た
へ
の
詞
な
る
歌
に
、
過

ち
や
偽
り
の
あ
つ
た
時
は
反
自
然
・
非
現
実
的
な
現
象
が
、
兆
し
と
し
て
目
前
に
現
れ
よ
。
か
う
言
つ
た

表
現
を
と
つ
た
歌
が
、
相
聞
の
歌
の
中
に
違
う
た
領
域
を
開
い
て
来
た
。
此
う
た
へ
か
ら
出
た
民
間
の
う

た
が
此
ま
で
の
相
聞
唱
和
の
内
容
の
な
い
、
う
は
つ
い
た
歌
の
中
に
、
多
少
の
誠
実
味
を
開
い
て
来
た
。

宮
廷
の
う
た
と
称
す
る
も
の
ゝ
外
に
、
か
う
し
た
う
た
へ
の
詞
句
を
う
た
と
言
ふ
様
に
な
り
、
相
聞
或
は

恋
愛
歌
が
、
民
間
の
う
た
の
本
体
と
考
へ
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
。
さ
う
し
て
其
傾
向
と
勢
を
一
つ
に
し
た

の
は
、
短
歌
様
式
の
流
行
で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
、
藤
原
の
都
か
ら
奈
良
京
へ
か
け
て
が
、
短
歌
の
真
に
独

立
し
た
時
代
と
思
は
れ
る
。
か
う
し
た
短
歌
全
盛
の
気
運
は
都
よ
り
も
、
寧
、
地
方
か
ら
動
い
て
来
た
も

の
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
六
　
東
歌
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東
歌
は
、
奈
良
朝
時
代
だ
け
の
も
の
で
も
、
万
葉
集
限
り
の
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
古
今
集
に
も
見
え
、

更
に
降
つ
て
平
安
中
期
以
後
に
も
行
は
れ
た
。
東
遊
の
詞
曲
及
び
、
風
俗
歌
が
其
で
あ
る
。
此
三
種
の
東

歌
は
時
代
の
違
ふ
に
連
れ
て
、
其
姿
態
も
、
用
途
も
変
つ
て
来
て
ゐ
る
。
が
、
其
本
来
の
意
義
は
、
推
定

出
来
る
。

東
遊
を
、
東
国
の
舞
踊
と
言
ふ
の
に
は
、
異
論
は
あ
る
ま
い
。
此
は
、
東
国
舞
踊
の
中
、
特
別
に
発
達
し

た
地
方
の
も
の
が
固
定
し
た
の
に
違
ひ
な
い
。
恐
ら
く
駿
河
・
相
摸
に
跨
る
地
方
の
神
遊
び
と
思
は
れ
る
。

足
柄
阪
の
東
西
で
は
、
同
じ
東
人
の
国
も
、
事
情
が
違
つ
て
ゐ
る
。
此
峠
か
ら
先
は
、
東
ア
ヅ
マの
中
の
東
で
あ

る
。
だ
か
ら
此
み
阪
の
神
の
向
背
は
、
殊
に
、
宮
廷
に
と
つ
て
は
大
問
題
で
あ
る
。
足
柄
の
神
の
歌
舞
を

奏
し
て
、
宮
廷
の
為
の
鎮
斎
と
し
、
神
に
誓
約
さ
せ
る
事
は
、
最
意
義
の
あ
る
事
で
あ
る
。
東
遊
「
一
歌
」

の
詞
章
に
は
、
万
葉
の
「
わ
を
か
け
山
の
か
づ
の
木
の
」
の
句
の
固
定
し
た
も
の
が
這
入
つ
て
ゐ
る
の
を

見
て
も
、
縁
の
深
さ
が
思
は
れ
る
。
万
葉
集
巻
十
四
を
見
て
も
、
相
摸
国
歌
の
足
柄
歌
は
、
一
部
類
を
な

し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。

平
安
中
期
の
東
遊
は
、
か
う
し
た
事
情
で
、
足
柄
の
神
遊
び
の
固
定
し
た
も
の
ら
し
い
。
古
今
集
の
東
歌

は
、
大
歌
所
の
歌
の
一
部
或
は
、
殆
ど
同
等
と
し
て
扱
ひ
を
受
け
て
ゐ
た
も
の
、
と
考
へ
て
よ
い
。
此
と

並
ん
だ
…
…
ふ
り
や
神
遊
び
の
歌
と
似
た
神
事
・
儀
式
の
関
係
は
あ
つ
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
唯
、
一
つ
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を
東
遊
、
一
つ
を
東
歌
と
言
う
た
の
は
、
片
方
が
舞
踊
ア
ソ
ビ
を
主
と
し
て
、
声
楽
方
面
は 

東 

風 

俗 

ア
ヅ
マ
フ
ゾ
ク
な
る
「
風

俗
歌
」
を
分
化
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
風
俗
歌
が
短
歌
を
本
位
と
せ
な
い
の
は
、
東
の
催
馬
楽
と
言
つ

た
格
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
古
今
集
の
は
、
ま
だ
祭
儀
関
係
は
想
像
出
来
る
が
、
万
葉
の
十
四
の
東
歌

に
な
る
と
、
さ
う
し
た
輪
廓
さ
へ
も
辿
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
恒
例
又
は
臨
時
に
、
諸
方
の
風
俗
の
奏
上
せ

ら
れ
た
本
義
を
推
し
て
見
れ
ば
、
巻
十
四
の
蒐
集
の
目
的
は
略ほぼ
わ
か
る
。
其
中
に
は
固
よ
り
、
都
か
ら
の

旅
行
者
の
作
も
あ
ら
う
。
或
は
東
人
の
為
に
代
作
し
た
も
の
も
あ
ら
う
。
漫
然
と
東
風
の
歌
と
感
じ
て
と

り
収
め
た
の
も
あ
ら
う
。
が
、
一
度
は
、
東
人
の
口
に
謡
は
れ
た
も
の
が
、
大
部
分
で
あ
ら
う
。
東
の
国

々
の 

風  

俗 

ク
ニ
ブ
リ

の
短
歌
の
伝
承
久
し
い
も
の
や
、
近
時
の
も
の
や
、
他
郷
の
流
伝
し
た
も
の
や
、
さ
う
し
た

歌
の
宮
廷
で
一
度
奏
せ
ら
れ
た
あ
づ
ま
ぶ
り
の
詞
曲
が
残
つ
た
も
の
ら
し
い
。

隼
人
舞
や
、
国
栖
の
奏
な
ど
は
、
宮
廷
の
歴
史
か
ら
離
す
こ
と
の
出
来
ぬ
古
い
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
。
其

他
の
旧
版
図
の
国
々
の
く﹅
に﹅
ぶ﹅
り﹅
に
も
…
…
」
な
ど
言
ふ
様
に
、
都
人
の
注
意
を
惹
い
た
ほ
ど
の
異
風
を

し
て
来
た
の
で
あ
る
。
悠
紀
・
主
基
の
国
々
の
威
霊
な
る
稲
魂
が
御
躬
に
鎮フ
る
為
に
、
風
俗
を
奏
す
る
の

を
思
へ
ば
、
東
人
の
荷
前
の
初
穂
を
献
る
に
、
東
ぶ
り
の
歌
舞
が
行
は
れ
な
か
つ
た
と
考
へ
る
の
は
、
寧

不
自
然
で
あ
る
。

奈
良
朝
に
お
け
る
東
歌
は
、
さ
う
し
た
宮
廷
の
年
中
行
事
の
結
果
と
し
て
集
つ
た
歌
詞
の
記
録
で
あ
つ
た
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の
だ
ら
う
。
十
四
の
方
は
、
雅
楽
寮
な
ど
に
伝
へ
た
も
の
ら
し
い
。
其
を
新
し
く
ま
ね
た
の
が
、
巻
二
十

の
東
歌
で
あ
る
。
ち
や
う
ど
一
・
二
に
対
し
て
三
・
四
が
あ
り
、
十
三
に
対
し
て
十
六
が
出
来
た
様
に
、

や
は
り
家
持
の
し
た
為
事
で
あ
つ
た
。

防
人
と
し
て
徴
発
せ
ら
れ
た
東
人
等
に
、
歌
を
作
ら
せ
た
の
は
、
単
純
な
好
奇
心
か
ら
で
は
な
い
。
其
内

容
は
別
の
事
を
言
う
て
ゐ
て
も
、
歌
を
上
る
事
が
、
宮
廷
の
命
に
従
ふ
と
い
ふ
誓
ひ
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
思
ふ
に
、
家
持
の
趣
味
か
ら
、
出
た
出
来
心
で
は
な
く
、
か
う
言
ふ
防
人
歌
は
、
常
に
徴メ
さ
れ
た

の
で
あ
ら
う
。
十
四
の
中
に
は
、
防
人
歌
と
記
し
て
な
い
も
の
ゝ
中
に
も
、
防
人
の
が
多
く
あ
ら
う
し
、

又
宮
廷
に
仕
へ
た
舎
人
・
使
丁
等
の
口
ず
さ
み
も
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
十
四
の
東
歌
の
概
し
て
二
十
の
も

の
よ
り
も
巧
な
の
は
、
創
作
意
識
に
囚
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
其
中
に
、
真
の
抒
情
詩
と
見
做
す

べ
き
も
の
は
一
つ
も
な
い
と
言
へ
る
。
叙
情
詩
系
統
の
情
史
的
境
遇
を
仮
想
し
た
物
や
、
劇
的
な
誇
張
の

情
熱
的
に
見
え
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

東
人
が
な
ぜ
、
特
別
な
才
能
を
短
歌
に
持
つ
て
ゐ
た
か
。
其
は
或
は
、
東
歌
と
し
て
残
つ
た
も
の
が
多
く
、

其
中
か
ら
選
択
せ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
、
や
は
り
、
短
歌
の
揺
籃
な
る
嬥カ
歌ヾ
会ヒ
　
　

歌
垣
の
類
　
　
や
、
神
の
妻
訪
ツ
マ
ド
ひ
の
式
な
ど
が
短
歌
興
立
期
の
最
中
に
、
ま
だ
信
仰
深
く
行
は
れ
て
居
た

為
と
言
ふ
こ
と
も
、
理
由
に
な
る
で
あ
ら
う
。
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七
　
律
文
に
お
け
る
漢
文
学
素
地

巻
九
は
、
澤
瀉
さ
ん
も
言
は
れ
た
通
り
、
宮
廷
詩
集
の
古
体
を
準
拠
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
ら
し
い
が
、

一
・
二
と
違
ふ
点
は
、
大
歌
の
匂
ひ
の
薄
い
こ
と
だ
。
其
替
り
に
、
あ
る
階
級
の
色
彩
が
濃
く
出
て
ゐ
る
。

其
は
巻
五
と
似
て
、
其
に
古
風
な
味
を
持
た
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
葉
の
巻
々
の
体
裁
で
見
れ
ば
、
此
は
、

高
橋
虫
麻
呂
の
編
纂
か
と
も
思
は
れ
る
。
左
註
に
よ
つ
て
、
虫
麻
呂
並
び
に
田
辺
福
麻
呂
の
歌
集
に
出
て

ゐ
る
歌
を
知
る
事
が
出
来
る
だ
け
で
、
本
文
に
は
二
人
と
も
に
署
名
が
な
い
。
無
名
の
作
家
の
歌
と
し
て

挙
げ
た
と
見
る
よ
り
も
、
編
者
自
身
、
自
作
に
名
を
記
さ
な
か
つ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
す
れ

ば
、
や
は
り
、
一
つ
の
家
集
で
、
古
来
の
歌
を
集
め
た
後
に
自
作
を
書
き
添
へ
た
の
で
あ
ら
う
。

但
た
だ
し、
虫
麻
呂
と
福
麻
呂
二
人
共
名
を
記
さ
な
い
の
は
、
ど
う
言
ふ
わ
け
か
。
或
は
福
麻
呂
の
家
集
に
、
と

り
こ
ま
れ
た
虫
麻
呂
の
作
物
の
意
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
傾
向
の
よ
く
似
た
作
風
で
は
あ
る
が
、
一
つ
に

見
て
了
ふ
事
も
出
来
な
い
。
尚
其
他
に
も
、
短
歌
の
中
に
は
、
左
註
す
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
此
な
ど
も
、

巻
九
の
原
本
編
纂
当
時
に
、
作
者
は
わ
か
つ
て
ゞ
も
ゐ
た
様
な
書
き
方
ら
し
く
も
あ
る
。
だ
が
、
短
歌
の

方
は
虫
麻
呂
の
歌
で
は
な
く
、
黒
人
な
ど
に
近
い
様
だ
。
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と
に
か
く
、
万
葉
集
中
、
一
番
自
由
な
手
記
ら
し
い
巻
で
あ
る
。
姓
の
み
書
い
た
り
、
名
だ
け
記
し
た
り

し
て
ゐ
る
。
碁
檀
越
と
思
は
れ
る
人
を
碁
師
と
敬
称
し
、
藤
原
宇
合
の
事
を
ぶ
つ
ゝ
け
に
宇
合
卿
と
記
し

た
り
し
て
ゐ
る
。
一
処
に
勤
務
し
た
官
僚
た
ち
が
、
事
務
的
に
書
き
こ
ん
だ
物
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

「
或
云
藤
原
北
卿
宅
作
」
な
ど
言
ふ
左
註
が
あ
る
処
か
ら
見
る
と
、
宇
合
の
家
に
あ
つ
た
集
と
云
ふ
事
が
、

万
葉
集
編
纂
の
当
時
に
は
明
ら
か
だ
つ
た
の
で
、
本
文
は
、
宇
合
卿
と
略
記
の
ま
ゝ
で
、
追
記
に
は
重
々

し
く
書
い
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
何
に
し
て
も
、
此
巻
は
、
漢
文
学
嗜
き
な
北
家
藤
原
氏
か
ら
出
た
材
料

と
も
言
は
れ
る
程
、
大
伴
家
出
の
物
や
他
の
巻
々
と
は
面
目
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
古
代
の
人
の
外
は
、
漢

文
学
に
造
詣
あ
る
人
々
の
作
物
を
手
記
し
た
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
。
と
に
か
く
、
人
麻
呂
以
後
の
宮
廷

詞
人
に
は
学
者
階
級
の
代
作
歌
人
め
い
た
人
々
の
歌
に
、
交
友
の
人
の
作
な
ど
を
、
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
様
だ
。

高
橋
虫
麻
呂
は
、
漢
学
・
漢
文
学
に
達
し
た
学
者
で
あ
つ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
人
で
あ
る
。
巻
十
六
の
竹

取
翁
歌
の
如
き
は
、
明
ら
か
に
、
学
者
の
作
だ
と
い
ふ
事
が
わ
か
る
。
虫
麻
呂
の
物
語
歌
な
ど
も
、
此
人

の
一
方
学
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
私
は
今
、
宮
廷
詞
人
の
発
生
を
説
か
う
と
思
ふ
。
先
に
述
べ
た
野
中

川
原
史
満
の
、
中
大
兄
太
子
の
愛
妃
を
悼
む
歌
を
献
つ
た
と
あ
る
の
は
、
皇
太
子
の
為
の
代
作
で
あ
ら
う
。

　
　
山
川
に
鴛
鴦
二
つ
居
て
　
た
ぐ
ひ
よ
く
　
た
ぐ
へ
る
妹
を
　
誰
か
率ヰ
往ニ
け
む
（
孝
徳
紀
）
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幹  

毎 

モ
ト
ゴ
ト

に
花
は
咲
け
ど
も
、
何
と
か
も
　
愛
ウ
ツ
クし
妹
が
ま
た
咲
き
出デ
来コ
ぬ
（
孝
徳
紀
）

帰
化
人
の
後
の
漢
文
学
修
養
か
ら
、
此
だ
け
新
鮮
な
作
物
が
出
来
た
の
だ
。

秦
大
蔵
造
万
里
も
、
帰
化
人
の
後
で
あ
る
。
斉
明
天
皇
が
、
彼
を
し
て
、
孫
王
を
悼
む
御
製
を
永
遠
に
伝

へ
さ
せ
よ
う
と
せ
ら
れ
た
と
言
ふ
の
も
、
実
は
、
歌
を
代
作
せ
し
め
て
、
永
く
謡
へ
と
命
ぜ
ら
れ
た
の
で

あ
ら
う
。
国
文
脈
の
伝
承
古
詞
模
作
は
、
飛
鳥
朝
の
末
に
飛
躍
し
た
。
而
も
そ
れ
は
、
内
部
か
ら
ば
か
り

で
は
、
展
開
出
来
な
か
つ
た
。
宣
命
・
祝
詞
・
寿
詞
の
類
は
勿
論
、
歌
詞
に
到
る
ま
で
も
、
新
し
い
表
現

法
を
開
く
に
は
、
漢
文
学
の
素
養
深
い
学
者
の
力
を
借
り
て
居
た
。
彼
等
は
漢
文
の
文
書
を
草
す
る
と
共

に
、
国
文
脈
の
文
章
・
歌
を
作
つ
た
。
彼
等
の
中
に
は
新
し
く
帰
化
し
た
者
も
居
た
。
其
子
孫
は
固
よ
り
、

学
者
・
学
僧
等
が
、
此
為
事
に
当
つ
た
。
其
最
初
に
役
所
の
形
を
と
つ
た
の
は
、
撰
善
言
司
で
あ
つ
た
。

持
統
天
皇
三
年
の
事
で
あ
る
。
文
武
の
代
に
律
令
を
撰
定
し
た
の
も
、
此
司
の
人
々
で
あ
つ
た
。
律
令
の

外
に
も
、
宣
命
・
寿
詞
ヨ
ゴ
ト
の
新
作
は
、
此
よ
ご
と
つ
く
り
の
つ
か
さ
の
為
事
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
其
後
、
奈

良
朝
に
な
つ
て
、
宣
命
の
続
々
と
発
せ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
司
設
立
以
来
の
事
ら
し
い
。
此
等
は
皆
、
古

伝
承
の
呪
詞
の
類
型
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
新
し
い
表
現
法
を
拓
い
て
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
国
・
漢
両
様

の
文
章
を
書
く
の
が
、
万
葉
時
代
の
文
人
で
あ
つ
た
。
懐
風
藻
と
万
葉
集
と
、
共
通
の
作
者
の
多
い
の
も

不
思
議
で
は
な
い
。
此
等
の
学
者
は
亦
、
晋
唐
小
説
に
習
う
て
、
日
本
の
古
物
語
を
漢
訳
し
た
。
同
時
に
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長
歌
の
形
を
以
て
、
新
し
い
叙
事
詩
に
飜
作
も
し
た
。
又
宴
遊
に
は
詩
賦
と
倭
歌
と
を
自
由
に
作
つ
た
。

此
は
、
奈
良
朝
を
通
じ
て
尚
行
は
れ
た
学
者
の
技
能
で
あ
つ
た
。

藤
原
宮
御
井
歌
・
藤
原
宮
役
民
歌
を
作
つ
た
ら
し
い
柿
本
人
麻
呂
の
如
き
も
、
唯
歌
ば
か
り
に
精
進
し
て

居
つ
た
者
と
は
き
め
ら
れ
な
い
。
高
市
黒
人
に
到
つ
て
は
、
露
は
に
漢
文
学
の
影
響
が
出
て
居
る
。
其
叙

景
や
、
旅
思
を
表
す
の
に
、
空
前
の
境
地
を
見
出
し
た
の
は
、
確
か
に
覊
旅
宴
遊
の
詩
賦
で
洗
煉
し
た
も

の
ゝ
現
れ
で
あ
る
。
巻
九
・
巻
五
の
、
宇
合
・
旅
人
を
繞めぐ
る
人
々
を
見
れ
ば
、
此
論
が
呑
み
こ
め
る
で
あ

ら
う
。

　
　
　
　
　
八
　
代
作
詩

宮
廷
詞
人
の
多
く
が
、
漢
文
学
素
養
あ
る
者
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
不
思
議
だ
が
事
実
で
あ
る
。
が
、
同
時

に
、
皇
族
・
貴
族
の
作
物
と
伝
へ
る
も
の
が
、
多
く
代
作
で
あ
ら
う
と
言
ふ
事
は
、
や
は
り
事
実
ら
し
い
。

皇
極
・
斉
明
天
皇
の
作
物
の
如
き
は
、
記
・
紀
・
万
葉
、
皆
、
名
作
ば
か
り
で
あ
る
。
而
も
、
先
に
言
つ

た
様
な
事
情
を
考
へ
る
と
、
代
作
と
言
ふ
事
に
な
り
さ
う
だ
。
巻
一
の
宇
智
の
大
野
の
歌
の
如
き
も
、
間

人
連
老
を
し
て
献
ら
し
め
た
歌
と
言
ふ
序
が
、
老
の
代
作
な
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
と
見
る
方
が
よ
い
。
人
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麻
呂
に
纏
つ
て
、
代
作
問
題
を
考
へ
る
と
、
殆
ど
万
葉
集
中
の
作
者
の
す
べ
て
に
色
々
な
疑
ひ
が
湧
く
。

　
　
（
い
）
　
宮
廷
詩
と
し
て
人
麻
呂
の
作
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
物

　
　
（
ろ
）
　
人
麻
呂
の
作
と
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
歌
の
対
象
た
る
人
物
と
の
関
係
の
誤
解
せ
ら
れ
た
も

　
　
の

　
　
（
は
）
　
他
人
の
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
其
歌
を
作
ら
せ
、
又
は
実
際
に
謡
つ
た
人
の
作
物
と
な
つ
た

　
　
物

　
　
（
に
）
　
他
人
の
為
に
代
作
し
た
歌
か
ら
、
人
麻
呂
の
境
遇
を
推
測
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の

　
　
（
ほ
）
　
人
麻
呂
の
作
で
な
く
て
、
其
作
物
と
き
め
ら
れ
た
も
の

　
　
（
へ
）
　
人
麻
呂
の
作
で
ゐ
て
、
民
謡
に
な
つ
た
も
の

有
名
な
詞
人
で
あ
り
、
代
作
歌
人
で
あ
つ
た
為
に
、
か
う
し
た
誤
解
が
重
か
さ
なつ
て
来
る
。
第
一
期
の
宮
廷
詩

即すな
は
ち
記
・
紀
の
大
歌
は
、
巫
覡
の
空
想
と
言
ふ
事
を
考
へ
に
入
れ
る
と
、
伝
説
上
の
作
者
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
。

第
二
期
の
大
歌
は
万
葉
集
の
真
作
者
と
伝
説
上
の
作
者
と
は
別
人
で
あ
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

か
う
し
た
代
作
を
役
と
す
る
宮
廷
詞
人
は
、
何
時
ま
で
存
続
し
た
か
。
そ
れ
は
大
歌
に
新
作
の
詞
章
を
常

に
用
ゐ
て
居
た
間
は
、
続
い
た
で
あ
ら
う
。
併
し
、
こ
の
意
味
に
於
け
る
新
し
い
大
歌
の
外
に
、
記
・
紀

伝
承
の
固
定
し
た
大
歌
の
勢
力
は
、
残
つ
て
ゐ
た
。
平
安
朝
に
な
る
と
、
万
葉
集
の
新
大
歌
は
す
べ
て
姿
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を
消
し
た
。
さ
う
し
て
此
期
の
大
歌
は
、
旧
大
歌
の
亡
び
残
り
や
、
新
し
く
加
つ
た
も
の
な
ど
が
あ
つ
て
、

神
事
よ
り
も
、
宮
廷
の
儀
式
の
際
に
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。

だ
か
ら
、
第
三
期
の
大
歌
は
、
形
は
旧
大
歌
を
つ
い
で
居
て
も
、
内
容
は
、
非
常
に
偏
し
て
了
う
て
ゐ
る
。

中
に
は
踏
歌
の
淵
酔
の
曲
に
近
い
も
の
さ
へ
出
来
た
。
第
二
期
の
大
歌
の
中
、
荘
重
な
も
の
は
、
多
分
挽

歌
と
し
て
の
用
途
を
最
後
と
し
て
、
消
え
去
つ
た
で
あ
ら
う
。
雅
楽
の
勢
力
が
増
し
て
、
大
歌
の
領
分
は

狭
め
ら
れ
て
了
う
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
奈
良
の
盛
期
に
於
て
、
そ
の
徴
候
は
既
に
顕
れ
て
居
る
。
大

歌
類
の
中
、
奈
良
朝
末
ま
で
く
り
返
さ
れ
た
の
は
、
奏
寿
の
賀
歌
と
し
て
の
短
歌
で
あ
る
。
第
三
期
の
大

歌
の
直
会

な
ほ
ら
ひ
用
に
固
定
す
る
原
因
は
、
早
く
茲
に
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
九
　
創
作
態
度

創
作
態
度
が
、
宮
廷
詞
人
の
代
作
物
を
こ
し
ら
へ
る
間
に
発
生
す
る
も
の
な
る
事
は
、
既
に
納
得
の
い
つ

た
事
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
此
を
整
へ
た
の
は
、
漢
文
学
素
養
だ
と
言
う
た
。
万
葉
集
の
文
学
的
態
度
は
、

宴
遊
歌
及
び
其
拡
張
な
る 

室  

寿 

ム
ロ
ホ
ギ

・
覊
旅
の
歌
に
は
じ
ま
る
と
言
う
て
よ
い
。
叙
事
分
子
の
多
い
抒
情
詩

か
ら
、
客
観
態
度
を
見
出
す
ま
で
に
は
、
矚
目
風
物
を
譬
喩
化
す
る
古
く
か
ら
の
発
想
癖
を
脱
却
せ
ね
ば
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な
ら
な
か
つ
た
。
譬
喩
す
る
替
り
に
、
象
徴
に
近
づ
け
る
努
力
も
積
ま
れ
た
。
人
間
以
外
に
自
然
界
の
、

詠
歎
の
対
象
と
し
認
め
た
事
は
、
極
め
て
自
然
な
展
開
で
は
あ
る
が
、
漢
文
学
の
叙
景
法
の
影
響
も
考
へ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
叙
景
に
徹
せ
ず
抒
情
に
戻
る
表
現
上
の
不
確
実
性
を
、
あ
る
点
ま
で
截
り
放
つ
た
の
は
、

漢
詩
か
ら
の
黙
会
で
あ
る
。

自
然
描
写
を
は
じ
め
て
行
う
た
の
は
、
黒
人
で
あ
る
。
人
麻
呂
に
は
、
其
に
達
し
た
物
は
あ
つ
て
も
、
ま

だ
意
識
し
て
の
努
力
で
は
な
か
つ
た
。
黒
人
に
は
、
又
一
種
の
当
時
と
し
て
は
、
進
ん
だ
　
　
併
し
正
し

く
な
い
　
　
文
学
上
の
概
念
が
あ
つ
た
。
体
様
の
違
う
た
作
物
を
作
ら
う
と
す
る
和
歌
式
の
上
の
計
画
も

あ
つ
た
ら
し
い
。
け
れ
ど
も
多
く
は
其
に
煩
さ
れ
な
い
作
物
を
残
し
た
。
彼
は
自
然
描
写
を
し
遂
げ
た
。

一
方
又
、
静
か
な
夜
陰
の
心
境
を
作
物
の
上
に
見
出
し
た
。
此
は
彼
以
前
か
ら
も
兆
し
て
ゐ
た
も
の
だ
が
、

彼
に
具
体
化
せ
ら
れ
て
、
後
之これ
を
ま
ね
ぶ
者
が
多
く
な
つ
た
。
赤
人
の
「
夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば
楸
ヒ
サ
ギ生
ふ
る
…

…
」
な
ど
も
其
だ
。

此
は
、
古
代
人
の
旅
泊
に
寝
て
、
わ
が
魂
の
静
安
を
欲
す
る
時
の
呪
歌
の
一
類
か
ら
転
成
し
た
も
の
で
、

万
葉
集
よ
り
後
に
は
、
類
例
を
見
な
く
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

山
部
赤
人
は
亦
、
宮
廷
詞
人
の
一
人
ら
し
い
が
、
長
歌
及
び
抒
情
短
歌
は
人
麻
呂
を
な
ぞ
り
、
叙
景
詩
は

黒
人
を
写
し
て
ゐ
る
。
が
、
其
を
脱
却
し
て
、
個
性
を
表
す
様
に
な
つ
た
。
彼
の
長
所
と
せ
ら
れ
、
古
今
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集
以
後
に
影
響
を
与
へ
た
、
四
季
雑
歌
・
相
聞
歌
は
、
自
然
を
人
生
の
一
部
と
し
て
変
造
を
加
へ
、
特
殊

な
生
活
態
度
を
空
想
す
る
事
を
、
文
学
態
度
と
す
る
様
に
な
つ
た
。
彼
の
態
度
は
正
し
く
な
い
が
、
と
も

か
く
創
作
意
識
は
、
茲
ま
で
上
つ
て
来
た
。

大
伴
旅
人
は
享
楽
的
な
分
子
を
交
へ
、
山
上
憶
良
は
、
功
利
的
な
目
的
を
露
は
に
出
し
て
ゐ
る
が
、
と
も

か
く
も
、
文
学
と
し
て
歌
を
扱
う
て
ゐ
る
。
高
橋
虫
麻
呂
な
ど
の
学
者
も
、
さ
う
し
た
態
度
は
明
ら
か
に

な
つ
て
来
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
み
な
長
歌
に
は
、
情
熱
を
持
続
す
る
事
が
出
来
な
い
で
ゐ
る
。
長
歌
が

文
学
的
燃
焼
を
致
さ
な
い
時
代
に
な
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
旅
人
は
、
外
見
に
は
、
虫
麻
呂
よ
り
も
徹
底

し
て
、
漢
風
を
と
り
こ
ん
だ
。
が
、
創
作
動
機
か
ら
見
れ
ば
、
純
粋
な
抒
情
詩
人
で
あ
る
。
叙
事
脈
の
表

現
は
、
此
人
に
な
る
と
跡
を
絶
つ
て
居
る
。
学
者
ら
し
い
臭
み
は
少
し
も
な
く
、
誇
張
の
な
い
情
熱
の
文

学
と
し
て
初
め
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

其
子
の
家
持
に
な
る
と
、
文
学
に
よ
つ
て
、
人
間
の
孤
独
性
を
知
り
か
け
て
ゐ
る
。
彼
の
作
品
に
は
、
宮

廷
詞
風
の
方
便
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
、
純
文
学
作
品
と
が
あ
る
。
後
の
者
で
は
文
学
其
物
よ
り
も
、

文
学
の
よ
い
感
化
を
見
せ
て
ゐ
る
。
彼
の
歌
で
山
柿
サ
ン
シ
の
風
を
学
ん
だ
ら
し
い
長
詩
は
、
如
何
に
も
擬
古
文

ら
し
い
屈
托
が
あ
る
。
相
聞
往
来
の
歌
も
、
特
色
が
な
い
。
彼
一
己
の
身
辺
を
陳
べ
た
も
の
に
は
、
黒
人

系
統
の
心
境
が
見
え
る
。
而
も
平
凡
な
生
活
か
ら
普
遍
の
寂
し
さ
に
思
ひ
到
つ
て
ゐ
た
ら
し
い
処
は
、
近
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代
文
学
に
似
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
一
〇
　
万
葉
学
に
一
等
資
料
の
な
い
こ
と

こ
ゝ
ま
で
、
私
の
議
論
に
つ
い
て
来
て
頂
い
た
方
々
に
、
私
は
、
か
う
言
ふ
信
頼
を
感
じ
て
、
多
分
さ
し

つ
か
へ
が
な
い
で
あ
ら
う
。
私
は
、
何
も
珍
し
い
こ
と
を
言
ひ
た
が
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
唯
平
安
中

期
の
初
め
に
す
で
に
、
万
葉
の
各
方
面
の
本
旨
が
誤
解
せ
ら
れ
て
居
た
。
或
は
正
し
く
伝
へ
ら
れ
て
居
た

に
し
て
も
、
平
安
末
期
以
後
の
歌
学
者
の
曲
解
が
加
つ
て
、
長
く
純
粋
な
元
の
意
義
が
隠
れ
て
了
う
た
事

を
信
じ
て
ゐ
る
が
故
に
、
従
来
の
、
源
・
藤
二
流
の
六
条
家
の
直
観
説
を
、
整
頓
調
節
す
る
だ
け
で
は
、

満
足
出
来
な
か
つ
た
事
が
訣
つ
て
貰
へ
る
事
と
考
へ
る
。

言
は
ゞ
、
此
集
に
関
し
て
は
、
真
の
一
等
資
料
と
言
ふ
べ
き
も
の
が
欠
け
て
ゐ
る
。
古
今
序
の
外
は
、
何

れ
も
〳
〵
単
な
る
学
統
の
権
威
を
保
つ
為
の
衒てら
ひ
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
か
う
し
た
非
学
術
的
な

後
世
歌
学
者
の
準
拠
を
、
我
々
の
準
拠
と
す
る
こ
と
は
、
到
底
出
来
な
い
事
な
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
場

合
、
万
葉
の
研
究
は
万
葉
自
身
を
解
剖
す
る
か
、
万
葉
前
後
の
文
壇
或
は
世
間
の
伝
承
を
参
酌
し
て
の
研

究
が
、
或
は
今
ま
で
の
窮
塞
を
通
ず
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。
か
う
し
て
、
私
は
王
朝
末
以
来
の
学
者
が
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行
う
た
仮
説
以
外
に
、
も
つ
と
正
し
い
に
近
い
推
定
を
置
く
事
が
出
来
る
。
さ
う
し
て
又
、
其
が
新
し
い

時
代
の
幾
多
の
補
助
学
を
負
ふ
者
の
権
利
で
あ
る
と
信
じ
て
や
つ
て
来
た
事
を
、
快
く
う
け
容
れ
て
下
さ

る
事
と
信
じ
る
。
く
り
返
し
て
言
ふ
。
万
葉
集
研
究
の
徒
に
と
つ
て
迷
惑
な
事
は
、
何
よ
り
も
、
一
等
資

料
の
な
い
事
で
あ
る
。
か
う
し
た
場
合
、
万
葉
自
身
の
分
解
に
加
ふ
る
に
、
文
学
史
的
見
解
、
及
び
民
俗

学
的
推
理
の
業
蹟
が
、
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
、
万
葉
人
の
歌
を
作
り
又
、
伝
へ
た
心
持
ち
を
考
へ
た
。
さ
う
し
て
、
其
が
従
来
の
考
へ
方
で
は
、

受
納
し
き
れ
な
い
部
分
の
多
い
事
を
説
い
た
。
或
は
倖
に
し
て
、
文
学
意
識
や
、
態
度
の
発
生
し
た
形
を

覓
め
得
た
か
も
知
れ
な
い
。
さ
う
し
て
う
た
及
び
、
其
同
義
語
の
本
義
と
転
化
と
を
示
し
得
た
様
に
も
感

じ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
或
は
、
宮
廷
と
民
間
と
に
お
け
る
文
学
の
相
違
及
び
其
歩
み
よ
り
の
俤
を
、
読
者

に
描
い
て
頂
け
た
か
も
知
れ
な
い
。
さ
う
し
て
尚
幾
分
で
も
、
長
い
万
葉
集
時
代
に
お
け
る
中
心
推
移
を

髣
髴
せ
し
め
得
た
か
も
知
れ
ぬ
と
、
微
か
な
自
得
を
感
じ
て
ゐ
る
。
私
は
常
に
、
老
い
た
対
象
を
捐
て
ゝ

ゐ
る
。
理
会
に
叶
ひ
難
い
文
章
も
、
若
い
感
受
性
に
充
ち
た
朗
ら
か
な
胸
を
予
想
し
て
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
一
　
万
葉
び
と
の
生
活
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此
語
は
、
私
が
言
ひ
出
し
て
、
既
に
十
五
年
に
な
る
。
け
れ
ど
も
一
度
も
、
行
き
徹
つ
た
論
を
発
表
し
な

い
で
来
た
。
私
は
今
は
、
其
輪
廓
だ
け
で
も
書
き
留
め
て
お
き
た
い
。
私
の
言
ふ
万
葉
人
な
る
語
は
、
万

葉
の
中
心
と
な
つ
て
ゐ
る
時
代
即
、
飛
鳥
末
か
ら
藤
原
・
奈
良
初
期
、
其
か
ら
奈
良
盛
時
、
此
に
次
ぐ
に

奈
良
末
の
平
安
生
活
の
予
覚
の
動
い
て
居
る
時
代
の
、
宮
廷
並
び
に
世
間
の
内
生
活
の
推
移
と
伝
統
・
展

開
と
を
こ
め
て
言
ふ
の
で
あ
る
。
純
粋
の
感
情
表
現
物
の
記
録
と
言
へ
な
い
事
は
固
よ
り
だ
が
、
内
生
活

の
記
念
と
も
見
る
べ
き
歌
謡
か
ら
、
生
活
の
諸
相
を
抽
象
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

君
と
、
女
君
と
、
大オ
身ミ
と
、
民
人
と
の
生
活
が
、
ど
う
言
ふ
ぐ
あ
ひ
に
歌
に
張﹅
り﹅
つ﹅
い﹅
て﹅
　
　
と
言
ふ
の

が
最
適
当
だ
　
　
残
つ
た
か
を
見
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
君
　
皇
子
尊

記
・
紀
に
現
れ
た
君
は
、
神
自
体
で
あ
る
時
期
は
、
常
に
く
り
返
さ
れ
、
其
が
、
長
く
も
あ
つ
た
。
万
葉

に
お
い
て
は
、
既
に
「
神
の
生
活
」
か
ら
次
第
に
遠
ざ
か
つ
て
居
ら
れ
る
。
而
も
、
至
上
神
或
は
其
子
と

し
て
、
日
の
み
子
と
言
ふ
讃
へ
詞
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
「
神カム
な
が
ら
」
と
言
ふ
語
も
、
此
時
期
の
初
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め
に
著
し
く
な
つ
て
来
る
。
だ
か
ら
、
直
に
内
容
は
譬
喩
表
現
に
近
づ
い
て
、
「
神
自
体
」
よ
り
も
「
神

さ
な
が
ら
」
と
な
り
、
更
に
「
神
意
に
よ
る
も
の
」
と
言
ふ
義
を
生
じ
た
。
か
む
か
ら
と
、
殆
ど
同
義
に

用
ゐ
た
も
の
が
、
万
葉
に
は
最
多
く
な
つ
て
ゐ
る
。
君
の
言
行
に
限
つ
て
言
ふ
詞
が
、
自
然
庶
物
に
内
在

す
る
神
徳
の
頌
辞
と
さ
へ
な
つ
た
。

君
の
居
処
な
る
「
天
の
下
」
　
　
天
の
直
下
　
　
及
び
其
附
近
に
居
る
も
の
は
、
君
の
外
に
は
神
は
な
か

つ
た
。
其
が
、
精
霊
の
優
勢
な
も
の
を
も
、
神
と
称
す
る
様
に
な
つ
た
為
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
君
の
本

地
身
た
る
至
上
神
と
、
君
と
の
関
係
に
血
族
観
を
深
め
て
行
つ
て
、
神
格
と
人
格
と
の
間
に
、
時
代
を
置

い
て
考
へ
る
様
に
な
つ
た
。

其
で
も
宮
廷
詞
人
の
作
物
に
は
、
伝
承
詞
章
に
よ
る
発
想
を
守
つ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
だ
か
ら
、
其
章

句
か
ら
直
に
、
当
時
、
神
自
体
観
の
存
在
し
た
事
の
証
明
は
出
来
な
い
。
君
は
如
何
な
る
威
霊
を
も
、
鎮

斎
し
て
内
在
力
と
す
る
事
が
出
来
る
と
の
信
仰
が
、
早
く
種
々
の
異
教
を
包
括
す
る
様
に
な
つ
た
。
が
、

此
初
期
に
な
る
と
、
君
の
仰
ぐ
べ
き
も
の
に
、
第
一
義
の
も
の
と
し
て
仏
法
が
現
れ
、
従
来
の
信
仰
は
、

其
一
分
派
と
し
て
の
神
道
を
以
て
称
せ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
。
君
の
生
活
が
「
神
な
が
ら
」
と
言
ふ
修
飾

辞
を
生
む
だ
け
、
神
を
離
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
を
上
宮
法
王
と
言
ひ
、
又
降
つ
て
奈
良
の

道
鏡
に
も
、
其
先
蹤
に
よ
る
称
号
を
与
へ
ら
れ
た
の
も
、
此
為
で
あ
つ
た
。
君
以
外
に
、
信
仰
上
に
、
最
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高
執
務
者
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
女
君
の
配
逑
な
る
君
の
な
い
場
合
で
あ
る
。

か
う
し
た
時
は
多
く
は
、
血
統
最
近
く
て
神
聖
な
性
格
を
具
へ
た
男
子
が
択
ば
れ
て
、
政
務
を
、
宰
ミ
コ
ト
モつ
。

此
は
、
ひ
つ
ぎ
の
・
み
こ
と
言
は
れ
た
方
々
で
あ
る
。
通
常
臣
下
の
み
こ
と
も
ち
と
区
別
す
る
為
に
、
略

称
し
た
み
こ
と
を
名
の
末
に
つ
け
る
。
古
代
か
ら
、
皇
子
の
中
、
み
こ
と
を
以
て
呼
ば
れ
る
人
と
、
さ
う

で
な
い
の
と
あ
る
の
は
、
男
君
・
女
君
に
拘
ら
ず
、
最
上
の
み
こ
と
も
ち
な
る
皇
子
・
王
だ
け
に
つ
け
て

ゐ
る
。
其
み
こ
と
名
が
、
次
第
に
限
ら
れ
て
、
執
政
或
は
摂
政
と
し
て
の
皇
子
だ
け
に
つ
く
様
に
な
る
の

が
、
飛
鳥
朝
の
傾
向
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
遂
に
、
一
人
の
み
こ
の
・
み
こ
と
　
　
ひ
つ
ぎ
の
・
み
こ
は

数
人
あ
る
　
　
が
、
摂
政
皇
太
子
の
義
と
な
つ
た
。 

日 

並 

知 

皇 

子 

尊  

ヒ
ナ
メ
シ
ノ
ミ
コ
ノ
ミ
コ
ト

・  

高 

市 

皇 

子 

尊  

タ
ケ
チ
ノ
ミ
コ
ノ
ミ
コ
ト

な
ど
の
尊

号
の
、
万
葉
に
見
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
女
君
　
中
皇
命

皇
子
尊
が
、
女
君
の
摂
政
と
し
て
あ
る
の
は
異
例
で
、
君
と
女
君
と
相
双タグ
ひ
て
在
る
場
合
が
、
普
通
で
あ

る
。
君
の
為
に
、
信
仰
上
の
力
を
以
て
助
け
る
の
で
あ
る
。
君
が
、
教
権
を
遠
の
い
た
為
で
あ
る
。
神
と

君
と
の
中
な
る
尊
者
な
る
為
の
名
、
な﹅
か﹅
つ﹅
・﹅
す﹅
め﹅
ら﹅
み﹅
こ﹅
と﹅
に
在
つ
た
女
君
を
、
中
皇
命
と
よ
び
わ
け
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た
様
で
あ
つ
た
。

だ
か
ら
、
后
の
中
に
も
、
中
皇
命
・
大
后
・
后
な
ど
の
区
別
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
皇
后
と
し
て
後
、
天

位
に
上
ら
れ
た
の
は
、
皆
中
天
皇
だ
つ
た
方
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
君
い
ま
さ
ぬ
後
も
、
中
天
皇
の
資

格
で
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
見
る
と
、
唯
男
君
か
ら
男
君
へ
の
、
中
つ
ぎ
の
す
め
ら
み
こ
と
と

言
ふ
事
は
出
来
な
い
。
此
古
風
が
後
々
ま
で
印
象
し
て
、
平
安
初
期
以
後
長
く
行
は
れ
た
「
中
宮
」
の
尊

称
の
因
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
其
神
事
を
と
り
行
は
れ
た
処
が
、
「
中
宮
院
」
の
名
を
留
め

た
の
で
あ
る
。

中
皇
命
を
中
皇
女
と
あ
る
の
は
、
誤
り
で
は
な
か
ら
う
。
鏡
王
女
と
あ
る
　
　
額
田
女
王
で
は
な
い
。
其

姉
の
方
と
見
る
べ
き
で
あ
る
　
　
の
と
、
同
じ
記
入
例
で
あ
る
。
中
皇
（
＝
た
か
つ
す
め
ら
み
こ
と
）
鏡

王
（
＝
か
ゞ
み
の
お
ほ
き
み
）
な
ど
書
く
と
、
男
帝
・
男
王
と
ま
ち
が
へ
ら
れ
る
か
ら
の
註
で
、
特
別
に

女
性
の
義
を
表
す
字
を
つ
け
ぬ
書
き
方
が
多
か
つ
た
為
で
あ
る
。
額
田
女
王
を
、
万
葉
に
専
ら
額
田
王
と

書
く
の
は
、
名
高
く
て
、
男
王
と
誤
解
す
る
気
づ
か
ひ
が
な
か
つ
た
か
ら
な
の
も
反
証
で
あ
る
。

君
・
女
君
相
双
う
て
「
何
々
宮
御
宇
天
皇
」
の
資
格
が
あ
ら
れ
た
の
だ
。
其
故
、
君
な
き
後
も
、
其
資
格

は
失
せ
な
い
。
御 

双  

方 

カ
タ
〳
〵

の
中
皇
命
の
身
に
残
る
の
で
あ
つ
た
。
崗
本
宮
御
宇
天
皇
は
、
舒
明
・
皇
極
両

皇
を
指
す
の
で
あ
る
。
皇
極
朝
を
後
崗
本
宮
御
宇
と
し
た
の
は
、
後
代
の
考
へ
方
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
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男
君
在いま
さ
ぬ
後
も
、
中
皇
命
と
し
て
居
ら
れ
た
。
崗
本
宮
・
後
崗
本
宮
に
通
じ
て
、
中
皇
命
と
あ
る
の
は
、

誤
伝
で
は
な
い
。
御ミ
妃メ
の
中
、
他
氏
他
郷
の
大
身
の
女
子
な
る
高
級
巫
女
の
、
結
婚
し
た
他
郷
の
君
の
為

に
、
自
家
の
神
の
威
力
と
示
教
と
を
、
夫
に
授
け
て
其
国
を
治
め
さ
せ
る
様
に
な
つ
た
の
が
、
き
さ
き
の

古
い
用
語
例
に
入
る
も
の
ら
し
い
。

此
に
后
の
字
を
宛
て
ゝ
、
古
風
を
没
却
す
る
事
に
な
り
、
王
氏
・
他
氏
の
女
に
通
じ
て
、
き
さ
き
或
は
中

宮
な
ど
言
ふ
習
は
し
を
作
つ
た
。
古
代
は
、
中
皇
命
は
王
氏
の
出
、
き
さ
き
は
他
氏
の
女
子
、
君
の
御
禊

を
掌
る
聖
職
を
以
て
奉
仕
し
た
も
の
ら
し
い
。
常
寧
殿
の
后
町
井
や
、
御
湯
殿
の
下
か
ら
出
た
と
言
ふ
蚶サ

気キ
絵ヱ
と
言
ふ
笙
し
や
うの
伝
説
な
ど
を
考
へ
併
せ
る
と
、
愈
き
さ
き
と
御
禊
と
の
関
係
が
考
へ
ら
れ
る
（
民
俗
学

篇
第
一
冊
「
水
の
女
」
参
照
）
。

か
う
し
た
為
来
り
が
、
后
妃
の
歌
に
、
水
に
関
す
る
作
を
多
く
作
り
出
し
た
と
見
え
る
。
万
葉
で
見
て
も
、

巻
二
の
天
武
天
皇
・
藤
原
夫
人
の
相
聞
、
天
智
天
皇
大
喪
の
時
の
后
・
妃
・
嬪
等
の
歌
、
又
持
統
八
年
最

勝
会
の
夜
の
歌
な
ど
、
か
う
し
た
方
面
か
ら
も
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
此
が
記
・
紀
に
な
る
と
、
す
せ
り

媛
・
と
よ
た
ま
媛
・
や
ま
と
た
け
る
の
命
の
后
王
子
ら
の
歌
・
仁
徳
后
の
志シ
都ヅ
歌
返
歌
・
大
春
日
皇
后
の

歌
な
ど
、
皆
夫
君
に
奉
る
歌
は
、
水
の
縁
を
離
れ
な
い
。
殊
に
す
せ
り
媛
の
は
、
衣
を
解
き
放サ
け
る
様
を
、

志
都
歌
返
歌
は
、
禊
ぎ
の
瀬
を
求
め
る
風
を
、
最
後
の
は
、
禊
ぎ
と
竹
と
楽
器
と
の
関
係
を
述
べ
る
古
詞
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か
ら
出
た
事
を
見
せ
て
ゐ
る
。

万
葉
の
皇
族
・
貴
族
の
相
聞
・
挽
歌
に
も
、
水
の
縁
の
深
い
の
は
、
水
を
扱
ふ
貴
族
の
婦
人
と
の
唱
和
が
、

次
第
に
、
さ
う
し
た
発
想
法
を
生
み
出
し
た
も
の
と
言
へ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
巫
女
と
し
て
の
女
性

中
天
皇
・
斎
宮
其
他
、
后
妃
か
ら
の
女
官
に
到
る
ま
で
す
べ
て
、
巫
女
と
し
て
宮
廷
の
神
及
び
神
な
る
君

に
仕
へ
て
ゐ
た
。
氏
長
・
国
造
の
家
々
に
も
亦
、
か
う
し
た
巫
女
が
充
ち
て
ゐ
た
。
此
等
の
外
に
も
、
国

々
邑
々
の
成
女
は
、
す
べ
て
巫
女
た
る
事
が
、
唯
一
の
資
格
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
宮
廷
に
出
入
し
た
女
性

た
ち
の
生
活
を
、
女
房
・
女
官
な
ど
の
後
世
風
の
考
へ
方
で
、
単
純
に
見
て
は
な
ら
ぬ
。
後
宮
の
職
員
は
、

平
安
初
期
ま
で
も
、
巫
女
と
し
て
の
自
覚
は
失
は
な
か
つ
た
の
だ
。
叙
事
詩
・
民
謡
に
出
て
来
た
有
名
・

無
名
の
地
方
の
万
葉
女
も
、
や
は
り
さ
う
し
た
観
念
を
底
に
持
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
事
実
は
、
男
性
が
創
作

詩
に
踏
み
入
つ
た
時
代
に
な
つ
て
も
、
変
ら
ず
見
え
て
ゐ
る
。
相
聞
は
殊
に
さ
う
だ
し
、
挽
歌
そ
の
他
の

も
の
に
も
通
じ
て
ゐ
る
気
分
で
あ
る
。

物
語
歌
に
見
え
た
真
間
の
て
こ
な
・
蘆ノ
屋
の
海ウ
辺ナ
村ヒ
処
女
其
他
は
、
前
代
以
来
の
伝
説
上
の
人
で
、
あ
の
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種
の
巫
女
の
人
の
妻
と
な
る
事
を
避
け
た
信
仰
の
印
象
で
あ
つ
た
。
村
家
の
娘
を
訪
れ
る
新
嘗
の
夜
の
情

人
を
仮
想
し
た
二
首
の
東
歌
な
ど
も
あ
る
。
成
女
戒
を
受
け
た
村
女
の
、
祭
の
夜
に
神
を
待
つ
た
習
俗
の

民
謡
化
し
た
も
の
だ
。
此
夜
の
客
が
、
神
で
あ
つ
て
所
謂 

一 

夜 

夫 

ヒ
ト
ヨ
ヅ
マ

な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
歌
垣
・
嬥カ
歌ヾ

会ヒ
・
新
室
の
寿
ホ
カ
ヒの
唱
和
は
、
民
間
の
歌
謡
の
発
達
の
常
な
る
動
力
で
あ
つ
た
。
元
は
、
男
方
は
神
と
し
て

仮
装
し
来
り
、
女
方
は
精
霊
の
代
表
た
る
巫
女
の
資
格
に
お
い
て
、
こ
れ
に
対
抗
し
、
こ
れ
を
迎
へ
、
こ

れ
に
従
う
た
の
で
あ
る
。
此
が
相
聞
歌
の
起
り
で
あ
る
事
は
述
べ
た
。

此
か
け
あ
ひ
行
事
に
、
謡
ひ
勝
た
う
、
負
か
さ
れ
じ
と
す
る
処
か
ら
、
「
女
歌
」
は
と
り
わ
け
民
間
に
伸

び
た
。
神
と
巫
女
と
の
対
立
の
本
意
を
忘
れ
た
地
方
も
、
万
葉
人
以
前
か
ら
あ
つ
た
。
か
う
し
た
間
に
、

類
型
が
類
型
の
ま
ゝ
に
次
第
に
個
性
味
を
帯
び
て
来
た
。
又
一
方
唱
和
問
答
の
機
智
的
技
巧
は
、
愈
進
ん

で
来
た
。
女
性
の
歌
は
常
に
か
う
し
て
、
男
の
歌
を
予
期
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
万
葉
を
見
て
も
、
女

性
の
作
に
、
殆
ど
一
つ
と
し
て
相
聞
贈
答
の
意
味
を
離
れ
た
も
の
ゝ
な
い
事
実
は
明
ら
か
で
あ
る
。
女
歌

に
特
殊
な
境
地
の
あ
る
事
は
固
よ
り
、
其
発
想
法
に
は
、
伝
習
的
な
姿
が
見
ら
れ
る
の
は
、
尤
で
あ
る
。

女
歌
は
、
異
性
を
対
象
と
す
る
関
係
上
、
す
べ
て
恋
愛
式
発
想
法
に
よ
つ
て
居
る
。
だ
か
ら
、
簡
単
に
真

の
恋
愛
的
交
渉
を
歌
か
ら
考
へ
出
す
事
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
万
葉
に
は
、
相
聞
と
い
ふ
が
、
恋
歌
と
は

記
さ
な
か
つ
た
。
古
義
に
よ
つ
て
言
ふ
こ
ひ
歌
は
、
求
婚
す
る
男
の
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
其
が
女
歌
に
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も
入
つ
て
来
た
が
、
そ
の
発
想
法
の
上
に
は
、
真
仮
の
区
別
の
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
ひ
歌
と
見
え
る
も

の
は
、
大
抵
前
代
の
叙
事
詩
か
ら
脱
落
し
た
も
の
が
多
か
つ
た
。
此
が
民
謡
と
し
て
行
は
れ
た
。

男
の
こ
ひ
歌
に
対
し
て
も
、
女
歌
は
従
順
で
な
い
も
の
が
多
い
。
或
は
外
柔
内
剛
な
う
け
流
し
が
多
か
つ

た
。
相
聞
・
挽
歌
・
民
謡
な
ど
に
あ
る
女
歌
ら
し
い
の
ゝ
情
熱
的
な
も
の
も
、
大
抵
古
詞
以
来
の
類
型
か
、

叙
事
詩
の
変
造
か
、
誇
張
し
た
抒
情
か
で
あ
る
事
は
、
早
く
言
う
た
。
唯
、
其
間
に
真
実
味
の
出
て
来
て

居
る
の
は
、
後
朝
の
詞
や
、
見
ず
久ヒサ
の
心
を
述
べ
る
男
の
歌
に
対こた
へ
た
も
の
で
あ
る
。
此
と
て
果
し
て
、

作
者
自
身
の
物
か
、
保
護
者
又
は
後
見
婦
人
の
歌
か
知
れ
な
い
の
が
多
い
。
家
持
に
与
へ
た
叔
母
大
伴
阪

上
郎
女
の
歌
に
は
、
女
大
嬢
の
心
持
ち
に
な
つ
て
作
つ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
ら
う
。
又
、
大
嬢
の
家
持

に
答
へ
た
歌
と
言
ふ
の
も
、
郎
女
の
代
作
と
考
へ
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
。

と
に
か
く
、
唯
の
相
聞
態
度
で
は
、
男
の
心
に
添
は
な
い
事
を
意
識
し
た
作
も
、
後
ほ
ど
出
て
来
て
居
る
。

で
も
、
中
臣
宅
守
・
茅
上
郎
女
の
歌
な
ど
は
、
恐
ら
く
、
其
近
代
の
情
史
的
創
作
で
あ
ら
う
と
述
べ
た
と

ほ
り
、
こ
ひ
歌ウタ
ら
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
真
の
意
味
の
恋
歌
コ
ヒ
カ
は
万
葉
末
期
に
出
て
来
た
と
言
う
て
よ
か

ら
う
。
前
代
の
物
で
、
こ
ひ
歌
ら
し
く
見
え
る
も
の
は
、
大
抵
魂
ご
ひ
の
歌
或
は
、
旅
中
鎮
魂
の
作
だ
つ

た
の
で
あ
る
。

女
歌
は
恋
愛
発
想
に
よ
る
外
、
方
法
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
巫
女
と
し
て
の
久
し
い
任
務
が
、
か
う
言
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ふ
変
態
な
表
現
上
の
論
理
を
形
づ
く
ら
せ
た
の
で
あ
つ
た
。

短
歌
様
式
は
、
殊
に
「
女
歌
」
に
於
て
、
発
達
し
た
も
の
と
見
る
事
は
正
し
い
と
思
ふ
。
宮
廷
生
活
に
お

い
て
は
、
女
歌
の
も
て
囃
さ
れ
る
機
会
が
多
か
つ
た
。
一
つ
は
踏
歌
宴
遊
に
、
一
つ
は
風
俗
歌
会
　
　
歌

会
の
原
形
　
　
な
ど
に
、
男
方
を
緘
黙
さ
せ
る
様
な
才
女
が
、
多
く
現
れ
た
の
で
あ
る
。
春
秋
の
物
諍
ひ

を
判
じ
た
額
田
女
王
の
長
歌
の
如
き
も
、
さ
う
し
た
場
合
に
群
作
を
抜
い
た
伝
説
の
あ
つ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
一
人
だ
け
、
歌
で
判
じ
た
の
で
は
な
い
。
真
の
女
性
の
作
物
は
、
長
歌
と
し
て
も
、
十
聯
以
上
に
及

ぶ
も
の
は
古
く
か
ら
稀
で
あ
つ
た
。
そ
こ
に
、
鋭
く
統
一
せ
ら
れ
て
出
て
来
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

阪
上
郎
女
の
如
き
は
、
長
い
作
も
創
作
し
て
ゐ
る
が
、
此
は
奈
良
末
の
復
古
熱
か
ら
出
た
擬
古
文
に
過
ぎ

な
い
。
此
人
な
ど
は
、
恐
ら
く
女
と
し
て
漢
文
学
を
学
ん
だ
早
い
頃
の
人
ら
し
く
思
は
れ
る
が
、
平
安
中

期
ま
で
も
、
女
は
、
唯
古
風
を
守
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

併しか
し
其
は
極
め
て
稀
だ
つ
た
。
宮
廷
及
び
貴
族
の
家
庭
に
仕
へ
た
女
た
ち
は
、
専
ら
万
葉
仮
名
の
最
も
つ
と
も標
音

的
な
も
の
を
用
ゐ
て
、
主
君
・
公
子
女
の
言
行
を
日
録
し
て
居
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
次
第
に
草
体
に
な

つ
て
、
平
安
京
の
女
房
の
仮
名
文
学
に
展
開
し
て
行
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
う
し
た
女
官
等
の
作
物
は
、

記
録
せ
ら
れ
ず
に
消
え
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
ら
う
。
女
歌
は
、
多
く
口
頭
に
伝
誦
せ
ら
れ
て
、
多
く
の

作
者
知
ら
ず
の
歌
と
な
つ
た
と
見
て
よ
い
。
此
等
の
中
に
、
幸
に
分
類
せ
ら
れ
て
書
き
残
さ
れ
た
も
の
が
、
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巻
十
或
は
七
の
中
な
ど
に
は
、
多
い
の
で
あ
ら
う
。
か
う
し
た
種
類
が
、
平
安
朝
に
も
多
か
つ
た
。
新
撰

万
葉
・
古
今
集
・
古
今
六
帖
な
ど
の
無
名
の
作
、
又
は
平
安
の
物
語
・
日
記
に
よ
く
あ
る
、
出
処
不
明
の

引
き
歌
は
、
大
抵
其
当
時
々
々
に
喧
伝
せ
ら
れ
た
、
即
興
歌
な
の
で
あ
ら
う
。

平
安
の
宮
廷
で
は
、
日
常
神
事
に
与
る
者
ほ
ど
、
地
位
低
く
な
つ
た
。
采
女
は
下
級
の
女
官
と
な
り
、
奈

良
朝
ま
で
の
采
女
は
、
女
房
と
し
て
高
く
位
づ
け
ら
れ
た
。
け
れ
ど
も
巫
女
で
あ
つ
た
姿
は
留
め
て
居
た
。

宮
廷
貴
族
内
庭
の
私
的
な
事
務
に
与
り
、
主
公
に
直
接
な
る
補
助
役
・
弁
理
者
と
な
り
、
訓
化
者
と
な
つ

た
為
で
あ
る
。
か
う
し
た
為
事
は
、
万
葉
時
代
に
は
ま
だ
、
巫
女
と
し
て
の
宮
女
の
勤
め
で
あ
つ
た
。
女

房
の
日
記
が
、
旧
事
・
歌
物
語
の
外
に
、
私
事
を
多
く
交
へ
る
様
に
な
つ
て
、
段
々
、
女
房
文
学
が
栄
え

た
の
で
あ
る
。
自
作
を
も
書
き
と
め
る
や
う
に
な
つ
た
も
の
を
、
後
人
　
　
或
は
後
に
は
当
時
の
人
も
　

　
が
歌
だ
け
を
抄
出
し
た
の
が
、
女
房
家
集
で
あ
る
。
其
他
、
物
語
を
抜
き
、
人
物
事
件
や
年
中
臨
時
の

行
事
に
関
す
る
も
の
を
書
き
出
し
た
の
も
あ
つ
て
、
物
語
・
日
記
・
有
職
書
な
ど
が
現
れ
る
様
に
な
つ
た
。

皆
女
房
日
記
の
内
容
で
あ
つ
た
も
の
だ
。

か
う
し
た
家
集
の
中
に
は
、
誇
張
や
、
衒
ひ
や
、
記
憶
違
ひ
な
ど
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
其
に
第
一
、
対

人
関
係
は
、
後
人
の
発
想
法
と
は
異
な
る
も
の
が
多
い
。
万
葉
以
前
か
ら
の
「
女
歌
」
の
論
理
を
考
へ
な

い
で
は
、
男
女
関
係
の
誤
解
せ
ら
れ
る
様
な
も
の
が
多
い
。
と
に
も
か
く
に
も
平
安
の
女
房
文
学
の
中
か
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ら
、
歌
は
放
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
前
代
の
風フ
俗リ
・
歌ウタ
を
中
心
に
綴
つ
た
説
話
記
録
が
、
歌
物
語
と
な

り
、
自
分
の
身
辺
の
応
酬
を
記
し
た
部
分
が
日
記
歌
と
し
て
行
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
其
が
更
に
単
独
な

物
語
や
、
家
集
・
日
記
・ 

世  

代  

歴  

史 

ヨ
ツ
ギ
モ
ノ
ガ
タ
リ

を
生
む
様
に
な
つ
た
。
時
世
が
移
つ
て
、
女
房
の
教
養
が
浅
く

な
る
と
、
女
歌
は
固
よ
り
、
す
べ
て
の
女
房
文
学
は
、
隠
者
階
級
の
手
に
移
つ
て
了
ふ
。
平
安
朝
末
の
あ

り
様
で
あ
る
。
此
間
の
「
女
」
の
時
代
は
実
は
、
奈
良
以
前
か
ら
の
、
長
い
宮
廷
巫
女
生
活
の
成
果
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
妹
の
魂
結
び

家
々
の
成
女
戒
を
経
た
女
た
ち
は
、
巫
女
で
あ
る
。
其
故
、
呪
術
を
行
ふ
力
を
持
つ
て
ゐ
た
。
愛
人
や
、

夫
の
遠
行
に
は
、
家
族
の
守
護
霊
で
も
あ
り
、
自
身
の
内
在
魂
で
も
あ
る
も﹅
の﹅
を
分
割
し
て
与
へ
る
。
男

の
衣
装
の
中
に
、
秘
密
の
結
び
方
の
た
ま
の
緒
で
結
び
籠
め
て
置
く
。
さ
う
し
て
、
旅
中
の
守
り
と
し
た
。

後
に
は
、
女
の
身
に
も
男
の
魂
を
結
び
と
め
て
置
く
様
に
な
つ
た
の
だ
。

此
緒
は
、
解
く
と
相
手
の
身
に
変
事
が
起
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
互
に
、
物
忌
み
を
守
つ
て
居
ね
ば
な
ら

ぬ
。
其
た
ま
の
緒
に
限
ら
ず
、
霊
物
の
逸
出
を
禦ふせ
ぐ
為
に
結
び
下
げ
て
置
く
も
の
を
、
ひ
も
と
言
ふ
。
此
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は
外
物
の
犯
さ
ぬ
様
に
、
示
威
す
る
も
の
ら
し
い
。
紐
は
、
身
に
と
り
周
ら
さ
ず
と
も
よ
い
。
懸
け
る
か

つ
け
る
か
し
て
あ
れ
ば
よ
い
。
此
変
化
し
た
の
が
、
い
れ
ひ
も
で
あ
り
、
し
た
ひ
も
な
の
で
あ
る
。
こ
ま

に
し
き
・
か
ら
に
し
き
な
ど
、
紐
の
枕
詞
に
近
い
誇
称
は
、
悪
を
却
け
る
為
の
、
讃
辞
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

必
し
も
、
ひ
も
の
古
義
に
は
、
下
佩オ
び
を
直
に
指
す
処
は
な
い
。

　
　
難
波
津
に
御
船
泊ハ
て
ぬ
と
聞
え
来
ば
、
ひ
も
と
き
さ
け
て
、
立
ち
は
し
り
せ
む
（
巻
五
）

と
あ
る
憶
良
の
歌
は
、
恋
人
を
待
ち
得
た
性
の
焦
燥
を
言
ふ
の
で
は
な
い
。
此
は
、
長
者
の
霊
の
游
離
を

防
ぐ
た
め
に
、
男
も
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
の
だ
。

　
　
こ
ま
錦
　
ひ
も
と
き
易
之
カ
ハ
シ
　 
天  

人 
ア
メ
ヒ
ト

の
妻
ど
ふ
宵
ぞ
。
我
も
偲シヌ
ば
む
（
巻
十
）

の
歌
な
ど
も
、
直
に
閨ねや
ご
と
の
予
期
を
言
う
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

易
之
は
「
か
へ
し
」
と
訓
む
べ
き
な
の
か
も
知
れ
ぬ
。
遠
く
別
れ
て
居
た
者
の
、
我
が
土
地
　
　
難
波
津

は
、
大
和
の
国
の
内
と
観
じ
た
の
だ
　
　
家
に
還
り
来
る
と
、
物
忌
み
は
解
除
せ
ら
れ
る
の
だ
。
其
双
方

の
身
に
ぢ
か
に
つ
く
下
袴
・
裳
な
ど
に
し
た
物
が
、
ふ
も
だ
し
の
禁
欲
衣
な
ど
に
も
つ
く
処
か
ら
一
つ
に

考
へ
ら
れ
て
行
つ
た
の
だ
。
だ
か
ら
必
し
も
、
紐
が
下
佩
び
は
勿
論
、
貞
操
帯
の
意
義
で
も
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。
記
・
紀
か
ら
見
え
る
ひ
も
の
信
仰
は
、
も
つ
と
広
い
も
の
で
あ
つ
た
。
妻
・
愛
人
の
結ユハ
ひ
つ
け

た
守
護
霊
の
籠
め
ら
れ
た
紐
の
緒
が
、
つ
い
て
居
る
以
上
、
此
に
憚
る
風
も
生
じ
た
の
で
あ
る
。
下
袴
の
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紐
を
さ
う
言
ふ
欲
望
の
物
忌
み
の
標
と
す
る
考
へ
が
行
は
れ
て
ゐ
た
訣
で
は
な
い
様
だ
。

か
う
言
ふ
訣
で
、
旅
行
者
の
歌
に
は
、
妻
の
魂
の
逸
出
せ
ぬ
様
に
と
の
考
へ
で
、
此
ひ
も
を
問
題
に
す
る

も
の
が
多
か
つ
た
の
だ
。
其
が
、
妻
を
偲
ぶ
歌
心
を
展
開
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
又
同
時
に
、
郷
家
の
寝

床
に
、
我
が
魂
の
一
部
は
、
分
離
し
て
留
る
も
の
と
信
じ
て
ゐ
た
。
其
為
に
家
や
床
や
枕
を
言
ふ
風
が
出

来
て
居
た
。

　
　
た
ま
藻
刈
る
　
澳
べ
は
漕
が
じ
。
し
き
た
へ
の
枕
の
あ
た
り
　
忘
れ
か
ね
つ
も
（
巻
一
）

此
宇
合
の
歌
な
ど
も
、
今
日
は
頻
し
き
りに
家
の
我
が
枕
の
あ
る
床
の
様
子
が
、
目
に
浮
ん
で
思
ひ
去
り
に
く
い
。

か
う
言
ふ
時
は
、
凶
事
が
あ
る
も
の
だ
と
、
舟
行
を
恐
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
魂
は
や
す
行
事

東
国
で
は
、
旅
行
者
の
魂
を
木
の
枝
に
と
り
迎
へ
て
祀
る
風
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
此
も
妹いも
の
す
る
事
だ
つ

た
ら
し
い
。
此
を
は
や
し
と
言
ふ
。

　
　
あ
ら
た
ま
の
塞キ
側ベ
の
は
や
し
に
、
汝ナ
を
立
て
ゝ
、
行
き
か
つ
ま
し
ゞ
。
い
も
を
　
さ
き
だ
た
ね
（
巻

　
　
十
四
）

43



　
　
上
毛
野
さ﹅
ぬ﹅
の
く
ゝ
た
ち
折
り
は
や
し
、
我
は
待
た
む
ゑ
。
言コト
し
来コ
ず
と
も
（
巻
十
四
）

き
べ
は
、
村
の
外
囲
ひ
の
柵
塁
の
類
で
あ
る
。
あ
ら
た
ま
は
枕
詞
。
遠
江 

麁  

玉 

あ
ら
た
ま

郡
辺
で
流
行
し
た
為
に
、

地
名
を
枕
詞
に
し
て
「
き
」
を
起
し
た
の
だ
。
き
べ
は
地
名
説
は
わ
る
い
。
村
境
で
、
魂
は
や
し
の
式
を

行
ふ
の
で
あ
る
。
木
を
伐
つ
て
、
此
に
魂
を
移
す
か
ら
は
や
し
で
あ
る
。
処
が
、
此
は
や
す
に
は
、
分
霊

を
殖フヤ
し
、
分
裂
さ
せ
る
義
が
あ
る
の
だ
。
「
旅
出
の
別
れ
の
式
に
、
妹
よ
。
汝ナ
を
立
ち
見
送
ら
し
め
て
は
、

行
き
敢
へ
ま
じ
。
妹
よ
。
先
だ
ち
還
れ
」
。
此
に
近
い
意
だ
ら
う
。
後
の
者
は
、
上
野
の
民
謡
故
、
さ
ぬ

　
　
又
、
さ
つ
　
　
な
る
木
を
言
ふ
為
に
、
地
名
の
佐
野
に
か
け
た
の
だ
。
茎
立
ク
ヽ
タ
ち
は
草
の
若
茎
と
考
へ

ら
れ
易
い
が
、
木
の
萌
え
立
ち
の
心シン
の
末
に
な
る
部
分
だ
ら
う
。
其
を
折
つ
て
魂
は
や
す
の
で
あ
る
。
　

　
を
る
は
く
り
返
す
義
か
　
　
「
旅
の
人
の 

伝  

言 

ツ
テ
ゴ
ト

よ
。
其
は
此
頃
来
通
は
ず
。
か
う
し
て
続
く
と
し
て

も
、
我
は
、
魂
は
や
し
に
よ
つ
て
、
迎
へ
の
呪
ひ
を
し
て
居
よ
う
よ
」
。
か
う
説
く
の
が
、
ほ
ん
と
う
だ

ら
う
。
す
る
と
、

　
　
家
場
中

ニ
ハ
ナ
カ

の
あ
す
は
の
神
に
　
木
柴
コ
シ
バ
さ
し
、
我
は
斎イハ
は
む
。
帰
り
来ク
ま
で
に
（
巻
二
十
）

す
る
と
、
此
こ
し
ば
も
、
神
に
奉
る
と
言
は
ぬ
処
か
ら
見
る
と
、
霊
を
対
象
に
し
た
の
だ
。
あ
す
は
の
神

は
竃
神
だ
か
ら
竃
の
事
に
も
な
る
。
竃
に
　
　
或
は
か
ま
ど
の
前カ
方ミ
に
か
　
　
は
や
し
の
木
柴
（
？
）
を

立
て
定
め
て
、
旅
人
我
の
魂
を
浄
め
籠
め
て
置
か
う
。
帰
り
来
る
時
ま
で
　
　
ひ
き
よ
せ
ら
れ
て
還
り
来

44万葉集研究



る
様
に
の
意
か
　
　
此
歌
、
旅
行
者
自
身
の
歌
と
伝
へ
た
の
は
、
誤
り
で
あ
ら
う
。
此
歌
の
意
も
、
神
を

斎イハ
ふ
と
言
ふ
様
に
な
ら
な
い
で
よ
く
訣ワカ
る
。
又
、
幼
稚
だ
が
、
極
め
て
近
代
的
な
と
思
は
れ
て
ゐ
る
、

　
　
ま
つ
の
け
の
　
な
み
た
る
見
れ
ば
、
い
は
ひ
と
の
　
我
を
見
お
く
る
と
、
立タ
た
り
し
　
も
こ
ろ
（
巻

　
　
二
十
）

と
言
ふ
の
も
、
道
中
に
松
の
並
み
木
を
見
た
歌
と
し
て
鑑
賞
出
来
ぬ
様
に
な
る
。
靡
並
而
有

ナ
ナ
ミ
タ
ル

で
は
な
い
様

だ
。
松
の
木
の
靡
き
伏ナ
す
ば
か
り
、
老
い
盛
え
木コ
垂ダ
る
を
見
る
に
、
松
の
木
の
枝
の
靡
き
伏
す 

斎  

戸 

イ
ハ
ヒ
ト

に

　
　
斎
殿
か
、 

家  

人 

イ
ヘ
ビ
ト

又
は  
斎    

人  
イ
ハ
ヒ
ビ
ト

か
　
　
旅
の
我
を
後
見
ミ
オ
ク
る
　
　
家
に
残
つ
た
人
の
遠
方
か
ら
守
ら

う
と
し
て
、
立
て
た
り
し
は
や
し
の
松
の
、
其
ま
ゝ
の
姿
で
あ
る
。
家
の
魂
の
鎮
斎
処
の
、
我
が
為
の
は

や
し
の
木
の
勢
盛
ん
に
あ
る
様
の
俤
と
信
じ
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
家
な
る
我
が
魂
は
、
鎮
り
、
栄
え
て

居
る
の
だ
。
か
う
言
ふ
旅
人
の
「
枕
の
あ
た
り
忘
れ
か
ね
つ
も
」
一
類
の
不
安
は
、
旅
泊
の
鎮
魂
の
場
合

に
起
り
勝
ち
な
の
で
あ
つ
た
。

も
こ
ろ
男ヲ
は
、
同
等
・
同
格
・
同
輩
の
男
と
言
ふ
風
に
、
大
和
辺
で
は
固
定
し
て
居
る
。
が
、
此
は
、
卜

の
卦ケ
の
示
現
す
る
様
式
の
一
つ
ら
し
い
。
将
来
の
運
命
や
、
遠
処
の
物
や
、
事
情
の
現
状
を
、
其
ま
ゝ
見

る
事
と
思
は
れ
る
。
旅
泊
の
鎮
魂
歌
の
あ
た
り
の
矚
目
と
、
遠
地
の
郷
家
の
斎
戸
の
様
と
を
兼
ね
て
表
し

て
ゐ
る
も
の
で
、
叙
景
と
瞑
想
風
な
夜
陰
の
心
境
望
郷
の
抒
情
詩
と
が
、
此
か
ら
分
れ
出
よ
う
と
す
る
複
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雑
な
、
古
式
の
発
想
法
で
あ
る
。

私
は
は
や
す
と
言
ふ
語
に
つ
い
て
、
別
に
言
う
て
居
る
。 

祇 

園 

林 

ギ
ヲ
ン
バ
ヤ
シ
・
松
囃
子
・  

林  

田  

楽  

ハ
ヤ
シ
デ
ン
ガ
ク

な
ど
の
は

や
し
が
、
皆
山
の
木
を
伐
つ
て
、
其
を
中
心
に
し
た
、
祭
礼
・
神
事
の
牽ひ
き
物
で
あ
つ
た
。
山ヤマ
・
山ダ
車シ
の

様
な
姿
で
あ
る
。
此
牽
き
物
に
随
ふ
人
々
の
す
る
楽
舞
が
す
べ
て
は
や
し
と
言
は
れ
た
の
だ
。
「
囃
し
」

な
ど
宛
て
ら
れ
る
意
義
は
、
遥
か
に
遅
れ
て
出
来
た
の
で
あ
る
。
山
の
木
を
神
事
の
為
に
伐
る
時
に
、
自

分
霊
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
か
う
言
う
た
の
で
あ
る
。
「
七
草
囃
し
」
と
言
ふ
の
も
、
春
の
行
事
に
、
嘉

詞
を
用
ゐ
る
の
だ
。
大
根
・
人
参
の
茎
を
、
切
り
放
す
こ
と
を
、
上
野
下
野
辺
で
、
は
や
す
と
言
ふ
の
も

「
さ
ぬ
の
く
ゝ
た
ち
」
の
歌
の
場
合
の
、
古
用
例
だ
と
は
言
へ
な
い
が
、
お
も
し
ろ
い
因
縁
で
あ
る
。

ふ
る
の
内
容
の
深
い
や
う
に
、
は
や
す
も
木
を
伐
り
迎
へ
、
鎮
魂
す
る
ま
で
の
義
を
含
ん
で
ゐ
た
。
其
が

後
世
は
、
更
に
拡
つ
て
行
つ
た
の
だ
。
は
や
す
わ
ざ
は
、
初
め
か
ら
終
り
ま
で
妹
の
す
る
の
で
は
な
い
様

だ
。
が
、
大
嘗
の
悠
紀
・
主
基
の
造
酒
児

サ
カ
ツ
コ

な
る
首
席
巫
女
の
、
野
の
茅
も
、
山
の
神
木
も
、
ま
づ
刃
物
を

入
れ
る
の
を
見
れ
ば
、
さ
う
し
た
形
も
、
想
像
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
霊
の
放
ち
鳥
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漢
土
の
天
子
諸
侯
の
生
活
に
は
、
林
池
・ 

苑  

囿 

ゑ
ん
い
う

を
荘
厳
す
る
の
が
、
一
つ
の
要
件
で
あ
つ
た
。
さ
う
し

て
、
奇
獣
を
囹ヲリ
に
し
、
珍
禽
を
放
ち
飼
う
た
。
此
先
進
国
の
林
池
の
娯
し
み
は
、
我
が
国
に
も
模
倣
せ
ら

れ
た
様
に
見
え
る
。
蘇
我
氏
の
旧
林
泉
の
没
収
せ
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
飛
鳥
京
の
「
島
の
宮
」
は
、
泉
池

・
島
渚
の
風
情
か
ら
出
た
名
ら
し
い
。
而
も
、
此
が
代
表
と
な
つ
て
、
林
苑
を
「
し
ま
」
と
言
ふ
様
に
な

り
、
又
山
斎
を
之
に
対
し
て
「
や
ま
」
と
言
ふ
様
に
な
つ
た
ら
し
い
。
我
が
国
造
庭
術
史
上
に
記
念
せ
ら

れ
る
は
ず
の
宮
地
で
あ
つ
た
。

其
離
宮
に
居
て
、
摂
政
太
子
と
し
て
、
日
並
知
皇
子
尊
と
国
風
の
諡
を
贈
ら
れ
た
の
は
、
草
壁
皇
子
で
あ

る
。
其
薨
後
、
其
宮
の
舎
人
等
の
吟
じ
た
と
思
う
て
よ
い
二
十
三
首
の
挽
歌
は
　
　
人
麻
呂
の
代
作
ら
し

い
　
　
此
島
の
宮
と
、
墓
所
檀
マ
ユ
ミの
岡
と
の
間
を
往
来
し
て
、
仕
へ
る
期
間
も
終
り
に
近
づ
い
た
頃
に
謡
う

た
鎮
魂
歌
ら
し
い
が
、
島
の
宮
の
池
の
放
ち
鳥
を
三
首
ま
で
詠
じ
て
ゐ
る
。

　
　
島
の
宮
、
上
の
池
な
る
放
ち
鳥
、
荒
び
な
行
き
そ
。
君
ま
さ
ず
と
も

　
　
み
立タ
た
し
の
島
を
も
家
と
棲
む
鳥
も
、
荒
び
な
行
き
そ
。
年
か
は
る
ま
で

　
　
塒
ト
ク
ラた
て
飼
ひ
し
雁
の
子
、
巣
立
ち
な
ば
、
檀
マ
ユ
ミの
岡
に
飛
び
帰
り
来
ね
（
巻
二
）

と
鳥
に
将
来
の
希
望
を
述
べ
て
ゐ
る
。
此
は
皆
、
皇
子
尊
の
愛
玩
せ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
其
に
よ
つ
て

感
傷
を
発
し
た
も
の
と
言
う
て
了
へ
ば
、
其
ま
で
ゞ
あ
る
。
が
、
天
智
の
崩
御
の
時
も
「
わ
が
大
君
の
念
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ふ
鳥
立
つ
」
と
、
湖
水
の
游
鳥
を
逐
ひ
立
て
ぬ
様
に
心
せ
よ
、
と
言
ふ
風
な
皇
后
の
御
歌
が
あ
る
。
鳥
に

寄
せ
て
悲
し
み
を
陳
べ
た
歌
は
、
他
に
も
多
い
。

此
は
唯
遺
愛
の
鳥
だ
か
ら
と
言
ふ
や
う
に
見
え
た
が
、
尚
古
い
形
か
ら
展
開
し
た
発
想
法
で
あ
つ
た
。
鳥

殊
に
水
鳥
は
、
霊
魂
の
具
象
し
た
姿
だ
と
信
じ
た
事
も
あ
る
。
又
其
運
搬
者
だ
と
も
考
へ
ら
れ
た
。
而
も

魂
の
一
時
の
寓
り
と
も
思
う
て
居
た
。
事
代
主
神
が
し
て
ゐ
た
と
言
ふ
「
鳥
之
遨
游

ト
リ
ノ
ア
ソ
ビ
」
も
、
ほ
む
ち
わ
け

の
鵠
ク
ヾ
ヒの
声
を
聞
い
て
、
物
言
は
う
と
し
た
の
も
、
皆
水
鳥
を
以
て
、
鎮
魂
の
呪
術
に
使
う
た
信
仰
の
印
象

で
あ
る
。
や
ま
と
た
け
る
の
白
鳥
　
　
又
は
八
尋
白
千
鳥
に
化
し
た
と
言
ふ
の
も
霊
魂
の
姿
と
考
へ
た
為

で
あ
つ
た
。
鵠
ク
ヾ
ヒ・
鶴
・
雁
・
鷺
な
ど
、
古
代
か
ら
近
代
に
亘
つ
て
、
霊
の
鳥
の
種
類
は
多
い
。
殊
に
鵠
と

雁
と
は
、
寿
福
の
楽
土
な
る
常
世
ト
コ
ヨ
国
の
鳥
と
し
て
著
れ
て
ゐ
た
。
雁
は
、
仁
徳
帝
と
た
け
し
・
う
ち
の
宿

禰
の
唱
和
だ
と
言
ふ
、
宮
廷
詩
本ホ
宜ギ
歌
の
主
題
と
な
つ
た
。
雁
が
卵コ
を
生
ん
だ
事
を
以
て
、
瑞
祥
と
見
た

の
で
あ
る
。
島
の
宮
の
雁
の
子
と
言
ふ
の
は
、
名
は
雁
と
称
へ
て
ゐ
る
が
、
名
だ
け
を
然シカ
呼
ん
だ
の
で
あ

ら
う
。
恐
ら
く
鴨
と
雁
と
の
雑
種
で
、
家
鴨
に
近
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
平
安
朝
に
も
、
雁
の
子
を

言
つ
て
ゐ
る
。
鴨
の
卵
ら
し
い
。
島
の
宮
の
も
、
寿
を
祝ほ
ぐ
為
の
目
的
か
ら
、
伝
来
ど
ほ
り
の
名
を
負
せ

た
代
用
動
物
だ
と
定
め
て
よ
い
。

常
に
も
水
鳥
を
飼
う
て
、
此
を
見
る
事
で
、
魂
の
安
定
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
臨
時
に
は
篤
疾
・
失

48万葉集研究



神
・
死
亡
な
ど
の
際
に
、
魂
ご
ひ
の
目
的
物
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
出
雲
の
国
造
の
呪
法
で
は
、
鵠
ク
ヾ
ヒが

用
ゐ
ら
れ
た
。
蘇
我
氏
の
雁
に
よ
る
の
と
相
対
し
て
ゐ
る
。
国
造
の
代
替
り
に
、
二
年
続
け
て
「 

神 

賀 

カ
ム
ヨ
ゴ

詞 ト
」
奏
上
の
為
に
参
朝
し
た
。
其
貢
物
は
皆
国
造
家
の
「
こ
と
ほ
ぎ
」
料シロ
で
あ
る
が
、
其
中
、 

白  

鵠 

シ
ラ
ト
リ

の 

生 

御 
調 

イ
ケ
ミ
ツ
ギ

は
、
殊
に
重
要
な
呪
物
で
あ
つ
た
。
鵠
の
「
玩
び
物
」
と
称
へ
て
ゐ
る
。
此
は
、
鵠
に
内
在

す
る
威
霊
を
、
聖
躬
に
斎イハ
ひ
こ
め
よ
う
と
す
る
の
で
、
其
を
日
常
眺
め
て
魂
の
発
散
を
圧
へ
よ
う
と
言
ふ

の
で
あ
る
。
鵠
の
白
鳥
も
次
第
に
他
の
白
羽
の
鳥
を
代
用
す
る
様
に
な
つ
て
来
た
。
鷺
な
ど
が
、
其
で
あ

る
。

雁﹅
が﹅
ね﹅
・
た﹅
づ﹅
　
　
鵠
・
鶴
・
鴻
に
通
じ
た
名
　
　
が﹅
ね﹅
と
特
別
に
、
其
鳴ネ
を
注
意
し
た
の
は
、
其
高
行

く
音
に
聴
き
入
つ
た
処
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。
鳴
く
音
の
鳥
と
し
て
遂
に
は
、
之ガ
鳴ネ
と
言
ふ
を
接
尾
語
風

に
扱
う
て
、
た﹅
づ﹅
や
雁
そ
の
物
を
表
す
様
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
島
の
宮
の
水
鳥
も
、
古
義
の
玩
び
物

と
し
て
の
用
途
と
漢
風
の
林
池
の
修
飾
と
す
る
文
化
模
倣
と
が
調
和
し
て
、
原
義
は
忘
れ
て
行
つ
た
も
の

で
あ
る
。
其
で
、
歌
の
上
も
や
は
り
、
さ
う
し
た
時
代
的
合
理
化
が
這
入
つ
て
来
て
「
念
ふ
鳥
」
だ
の
遺

愛
の
「
放
ち
鳥
」
な
ど
ゝ
言
ふ
風
に
、
表
は
矛
盾
な
く
、
形
を
整
へ
て
ゐ
る
が
、
ほ
ぎ
歌
・ 

鎮 

護 

詞 

イ
ハ
ヒ
ゴ
ト

・

魂
ご
ひ
歌
な
ど
の
展
開
の
順
序
を
知
つ
て
か
ゝ
る
と
、
長
い
年
月
の
変
化
が
語
ら
れ
る
。
後
世
人
の
理
会

力
や
、
感
受
性
に
毫
も
障
ら
ぬ
様
に
整
頓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
詞
章
・
歌
曲
の
表
現
法
が
、
思
ひ
も
か
け
ぬ
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発
生
過
程
を
持
つ
て
ゐ
る
事
に
思
ひ
到
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
す
め
み
ま

記
・
紀
す
で
に
さ
う
し
た
解
釈
を
主
と
し
て
居
り
、
後
世
の
学
者
又
其
を
信
じ
て
ゐ
る
所
の
皇
孫
即
す
め

み
ま
と
す
る
語
原
説
は
、
尠
く
と
も
神
道
の
歴
史
の
第
二
次
以
下
の
意
義
し
か
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
続シ

   

紀 

ヨ
ク
キ
宣
命
な
ど
を
見
て
も
、
み
ま
は
聖
躬
の
義
で
、
宮
廷
第
一
人
な
る
御
方
の
御
身
　
　
即
、
威マ
霊ナ
の
寓

る
べ
き
御
肉
身
　
　
の
義
で
あ
つ
た
。
其
が
、
宣
命
の
原
型
か
ら
あ
つ
た
形
を
二
様
に
分
岐
し
て
、
記
・

紀
に
趣
く
伝
承
で
は
、
新
し
い
合
理
化
に
よ
つ
て
、  

聖    

孫  

ア
メ
ミ
ウ
マ
ゴ
の
義
と
し
た
の
だ
。
其
一
方
を
継
い
だ
宣

命
の
擬
古
文
で
は
、 

聖  

躬 

ス
メ
ミ
マ

と
し
た
。
だ
か
ら
、
第
二
人
称
の
敬
称
み
ま
し
は
、
此
と
関
係
の
あ
る
も
の

に
違
ひ
な
い
と
思
ふ
。

此
み
ま
或
は
お
ほ
・
み
ま
な
る
御
肉
身
と
ま
な
な
る
威
霊
と
は
、
常
に
放
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
つ
た
。
此
外
来
魂
の
名
が
、
最
古
く
「
ひ
」
で
あ
つ
た
。
其
が
す
べ
て
の
霊
的
の
も
の
の
上
に
拡
つ
て

行
つ
た
後
、
分
化
し
た
。
原
形
は
「
日ヒ
」
と
な
り
、
変
形
し
た
も
の
に
、
直
日
・
禍
津
日
・
つ
く
よ
み
・

山
つ
み
・
海ワタ
つ
み
な
ど
の
ひ
・
み
と
な
つ
て
、
か
み
に
歩
み
よ
る
筋
路
を
作
つ
た
。
此
ひ
を
躬
に
触フ
ら
し
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め
得
た
方
が
、
ひ
の
み
こ
で
あ
つ
た
。
此
ひ
を
継
承
せ
ら
れ
る
の
が
、
大
倭
の
君
で
あ
つ
た
。

他
の
邑
君
・
村
酋
の
中
に
も
、
此
信
仰
は
、
あ
る
部
分
共
通
し
、
又
次
第
に
感
染
し
て
行
つ
た
。
か
う
し

た
場
合
、
此
を
よ
と
称
へ
た
。
後
に
ひ
が
固
定
す
る
と
、
よ
が
代
用
せ
ら
れ
、
更
に
よ
の
意
義
が
、
よ
の

截
り
替
へ
の
時
期
を
意
味
す
る
様
に
な
つ
て
、
一
生
一
代
の
義
に
な
つ
た
。
で
も
、 

荒 

世 

昭 

ア
ラ
ヨ
ノ
ミ
フ
・ 

和 

世 

ニ
ゴ
ヨ
ノ

昭 ミフ
な
ど
言
ふ
用
例
を
見
る
と
、
よ
に
は
魂
の
義
が
熟
語
と
し
て
残
つ
て
ゐ
た
の
だ
。
さ
う
す
る
と
、
身

を
意
味
す
る
み
と
言
ふ
語
も
、
生
民
を
意
味
す
る
ひ
と
と
い
ふ
語
も
、
等
し
く
威
力
を
寓
し
た
肉
体
を
さ

す
も
の
で
あ
る
。

我
々
の
万
葉
び
と
の
生
活
を
書
い
た
本
旨
は
、
民
人
の
生
活
は
邑
々
の
酋
君
の
生
活
の
拡
張
で
あ
り
、
日

の
み
子
の
信
仰
行
事
の
、
一
般
化
で
あ
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
ひ
と
は
確
か
に
、
あ
る 

選  

民 

セ
ン
ミ
ン

で
あ
る
。

「
と
」
の
原
義
は
、
不
明
だ
が
、
記
・
紀
を
見
て
も
、
神
と
人
と
の
間
の
も
の
ゝ
名
に
、
常
に
使
は
れ
て

ゐ
る
。
此
ひ
と
の
義
が
、
転
化
し
て
国
邑
の
神
事
に
与
る
実
行
的
な
神
人
の
義
に
な
つ
た
。
神
意
を
み
こ

と
も
ち
て
、
天
の
直
下
の
世
界
　
　
天
の
下
　
　
に
出
現
せ
ら
れ
た
君
の
為
に
、
其 

伴  

人 

ト
モ
ビ
ト

と
し
て
働
く

も
の
が
、
ひ
と
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
近
代
ま
で
、
村
人
は
、
必
ひ
と
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

青
人
草
・
天
の
ま
す
ひ
と
の
伝
承
は
、
記
・
紀
以
前
語
部
の
合
理
化
を
経
て
ゐ
る
。
が
、
と
か
く
「
ひ
と
」

と
言
ふ
観
念
に
入
る
も
の
は
、
神
事
に
奉
仕
す
る
為
に
、
出
現
す
る
も
の
ゝ
義
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
沖
縄
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語
は
偶
然
、
此
を
傍
証
し
て
ゐ
る
。
神
よ
り
も
霊
を
意
味
す
る
す
ぢ
・
せ
ぢ
・
し
ぢ
な
ど
言
ふ
古
語
は
、

国
君
の
義
と
も
な
つ
た
。
其
が
、
名
詞
化
の
語
尾
ａ
を
採
る
と
、
す
ぢ
ゃ
あ
と
し
て
、
人
間
の
義
と
な
る
。

神
事
の
第
一
人
か
ら
転
じ
て
、
す
べ
て
の
神
人
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

わ
が
古
代
の
ひ
と
も
其
で
、
神
人
の
長
な
る
君
か
ら
の
延
長
で
あ
る
。
此
ひ
と
の
内
に
、
性
に
よ
つ
て
区

別
が
あ
つ
た
。
こ
は
男
性
で
あ
り
、
め
は
女
性
で
あ
つ
た
。
此
は
、
き
と
み
と
の
対
立
と
同
様
で
あ
ら
う
。

君
は
、
常
に
威
霊
を
受
け
て
復
活
す
る
。
さ
う
言
ふ
信
仰
か
ら
、
前
代
の
君
は
、
後
継
の
君
と
毫
も
変
ら

ぬ
同
一
人
で
あ
つ
た
。
此
思
想
は
、
天
照
大
神
に
対
し
て
、
御
歴
代
の
神
及
び
君
が
、
す
め
み
ま
だ
　
　

第
二
義
の
　
　
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
も
現
れ
て
ゐ
る
。
此
が
最
合
理
的
に
、 

将  

又 

は
た
ま
た

神
学
化
し
た
表
現

は
、
日
並
知
皇
子
尊
の
殯
宮
の
時
の
歌
（
人
麻
呂
）
に
あ
る
。

　
　
天
地
の
は
じ
め
の
時
の
（
山
田
孝
雄
氏
説
）
…
…
神
は
か
り
　
は
か
り
し
時
に
、
天
照
ら
す
ひ
る
め

　
　
の
命
、
天
を
ば
し
ろ
し
め
す
と
、
あ
し
は
ら
の
み
づ
ほ
の
国
を
、
天
地
の
国
よ
り
あ
ひ
の
き
は
み
、

　
　
し
ろ
し
め
す
神
の
命
と
、
天
ぐ
も
の
八
重
か
き
わ
け
て
、
神カム
く
だ
り
い
ま
せ
ま
つ
り
し
、
高
ひ
か
る

　
　
日
の
皇
子
は
、
飛
鳥
ア
ス
カ
の
浄
見
キ
ヨ
ミ
原
に
、
神カム
な
が
ら
ふ
と
し
き
ま
し
て
、 

聖  

祖 

ス
メ
ロ
ギ

の
し
き
ま
す
国
と
、
天

　
　
の
原
岩
門
を
開
き
、
神カム
あ
が
り
、
あ
が
り
往イ
ま
し
ぬ
。
（
こ
ゝ
ま
で
は
、
天
武
天
皇
の
御
事
）

天
武
は
、
大
神
の
直
系
と
し
て
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
天
地
の
は
じ
め
の
時
の
、
第
一
の
み
こ
と
も
ち
な
る
君
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も
、
信
仰
上
に
は
区
別
の
な
い
わ
け
だ
。

此
が
下
々
に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
国
の
組
織
が
出
来
て
か
ら
は
、
大
倭
国
内
の
豪
族
は
、
皆
大オ
身ミ
を
意
味
す

る
敬
称
を
以
て
、
君
か
ら
遇
せ
ら
れ
た
。
さ
う
し
た
人
々
の
間
に
も
普
通
に
な
り
、
大
倭
宮
廷
の
諸
部
民

な
る
か
き
べ
、
大
身
の
部
民
な
る
と
も
べ
に
も
、
一
貫
し
て
行
は
れ
た
。
邑
国
の
神
事
を
行
ふ
人
々
は
、

を
と
こ
で
あ
り
、
之
に
対
し
て
奉
仕
す
る
巫
女
は
を
と
め
と
称
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
を
と
め
・
を
と
こ

を
と
め
・
を
と
こ
に
は
、
万
葉
で
は
未
通
女
・
壮
夫
な
ど
言
ふ
字
を
宛
て
る
の
が
、
ま
づ
普
通
の
様
だ
が
、

「
通
」
は
男
に
通
婚
せ
ぬ
義
か
、
精
通
期
に
達
せ
ぬ
事
を
示
す
の
か
、
判
断
し
難
い
と
思
ふ
。
を
と
こ
も

わ
く
こ
期
を
脱
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
を
と
め
よ
り
は
社
会
人
ら
し
く
扱
う
て
ゐ
る
ら
し
い
。
だ
が
、
此

も
一
般
的
に
は
誤
解
で
あ
る
。

w
ot 

は
、
復
活
す
る
・
元
に
戻
る
の
義
で
、
常
に
交
替
し
て
神
事
に
奉
仕
す
る
男
子
・
女
子
が
、w

ot-ko,

 w
ot-m

e 

な
の
で
あ
つ
た
。

　
　
藤
原
の
大
宮
づ
か
へ
　
現ア
れ
続ツ
が
む
　
を
と
め
が
伴トモ
は
、
と
も
し
き
ろ
か
も
（
巻
一
）
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の
歌
を
見
て
も
、
宮
中
の
巫
女
の
交
る
替
る
現
出
し
て
大
宮
仕
へ
を
す
る
信
仰
が
窺
へ
る
。

此
を
と
め
に
な
り
替
る
事
は
、
あ
る
年
限
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
神
役
の
資
格
を
得
て
、
は
じ
め
て
を

と
め
で
あ
る
。
此
ま
で
に
は
、
成
女
戒
を
授
か
る
の
が
条
件
で
あ
る
。

成
女
戒
を
受
け
た
を
と
め
は
、
実
に
神
の
嫁
と
な
る
資
格
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
其
に
到
る
ま
で
の
生
活

が
虔ツヽ
し
ま
れ
た
。
男
と
て
も
、
之
を
犯
す
事
は
触
穢
ソ
ク
ヱ
と
し
て
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
此
期
に
達
し
た

少
女
た
ち
は
、
恐
ら
く
木
綿
花

ユ
フ
ハ
ナ

或
は
、
鳥
毛
を
以
て
飾
つ
た
鉢
巻
を
し
た
ら
し
い
。
此
が
、
は
ね
か
づ
ら

で
あ
る
。

　
　
は
ね
か
づ
ら
　
今
す
る
妹
を
、
う
ら
若
み
、
い
ざ
、
率イザ
川
の
音
の
さ
や
け
さ
（
巻
七
）

　
　
は
ね
か
づ
ら
　
今
す
る
妹
を
う
ら
わ
か
み
、
笑
み
ゝ
、
怒
り
み
、
つ
け
し
ひ
も
解
く
（
巻
十
一
）

　
　
は
ね
か
づ
ら
　
今
す
る
妹
を
、
夢
に
見
て
、
心
の
う
ち
に
恋
ひ
わ
た
る
か
も
（
家
持
　
　
巻
四
）

　
　
は
ね
か
づ
ら
　
今
す
る
妹
は
な
か
り
し
を
。
い
か
な
る
妹
ぞ
、
こ
ゝ
だ
恋
ひ
た
る
（
童
女
　
　
巻
四
）

　
　
詳
細
な
説
明
は
、
今
は
さ
け
た
い
。
「
は
ね
か
づ
ら
い
ま
す
る
」
と
言
ふ
類
型
の
行
は
れ
た
中
の
万
葉
に

残
つ
た
も
の
で
あ
る
。
は
ね
か
づ
ら
と
言
ふ
だ
け
で
、
村
の
神
事
の
資
格
を
得
る
成
女
戒
を
待
つ
少
女
と

言
ふ
事
が
、
知
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
男
の
成
年
戒
に
も
、
後
期
王
朝
に
、 

黒  

幘 

コ
ク
サ
ク

を
つ
け
る
風
を
残
し

た
の
は
、
形
か
ら
見
て
は
ね
か
づ
ら
で
あ
る
。
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か
う
し
た
持
戒
の
間
の
禁
欲
生
活
の
後
、
を
と
こ
と
な
り
、
を
と
め
と
な
る
。

唯
を
と
こ
は
、
性
の
解
放
を
祭
り
の
当
夜
か
ら
許
さ
れ
る
が
、
を
と
め
は
、
神
の
外
に
は
逢
ふ
事
が
出
来

ぬ
為
、
を
と
め
と
言
へ
ば
、
夫
を
持
た
ぬ
女
、
処
女
・
未
通
女
と
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
だ
。

斎
宮
を
は
じ
め
、
中
皇
命
は
、
神
の
を﹅
と﹅
め﹅
は
な
か
つ
た
。
祭
時
に
神
と
し
て
現
れ
る
霊
物
の
み
が
、
其

つ﹅
ま﹅
で
あ
ら
れ
た
。
か
う
し
た
信
仰
が
、
国
邑
の
巫
女
か
ら
家
々
の
巫
女
の
上
に
も
及
ん
で
、
上
も
下
も

一
つ
の
を
と
め
の
生
活
を
形
づ
く
つ
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
大
臣
・
庶
民

を
と
こ
と
な
る
事
は
、
貴
公
子
の
間
に
は
、
容
易
で
は
な
か
つ
た
。
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
を
ぐ
な
　
　

お
き
な
に
対
し
た
語
　
　
又
は
、
わ
く
ご
と
称
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
君
と
な
ら
ね
ば
、
完
全
な
資
格
が
出
来

な
い
。
君
の
家
に
於
て
は
、
み
こ
・
お
ほ
き
み
が
、
近
代
ま
で
一
つ
の
人
格
と
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
歴
史

因
子
を
見
せ
て
ゐ
る
。
後
次
第
に
、
ひ
つ
ぎ
の
み
こ
・
皇
子
の
尊
な
ど
言
ふ
名
で
、
半
成
人
の
資
格
を
認

め
て
来
る
様
に
な
つ
た
。
で
も
、
其
す
ら
前
代
の
中
皇
命
の
皇
子
の
み
こ
と
も
ち
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
万

葉
以
前
に
見
え
る
、
を
ぐ
な
名
・
わ
く
ご
名
或
は
、
わ
け
　
　
別
　
　
な
ど
言
ふ
の
は
、
此
で
あ
る
。
即
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宮
廷
・
豪
家
の
子
弟
の
中
に
は  

八
拳
鬚
胸
前  

ヤ
ツ
カ
ヒ
ゲ
ム
ナ
サ
キ
に
到
る
ま
で
も
、
ほ
む
ち
わ
け
・
ほ
む
た
わ
け
・
や
ま
と

を
ぐ
な
（
記
紀
）
又
は
、
久
米
の
若
子
（
万
葉
）
な
ど
言
は
れ
て
ゐ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
此
等
が
記
念

す
べ
き
事
蹟
や
、
宮
廷
・
豪
族
の
歴
史
の
上
に
衝
動
を
起
す
事
件
を
齎
す
と
、
各
部
の
村
民
や
、
団
体
を

以
て
、
其
名
の
伝
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。
小
氏
（
複
姓
）
の
分
裂
も
、
実
は
か
う
し
た
神
事
職
に
よ
つ

て
、
聖
格
を
得
よ
う
と
し
た
為
で
あ
る
。

後
期
王
朝
で
は
、
上
流
の
公
卿
を 

上 

達 

部 

カ
ム
ダ
チ
メ

と
い
ふ
。
此
は
、
疑
ひ
も
な
く
宮
廷
を
神
社
と
見
做
し
、
伴ト

曲
長
モ
ノ
ヲ
及
び
臣オミ
の
つ
め
る
処
を
、
か
む
だ
ち
と
称
へ
た
か
ら
だ
。
伊
勢
神
宮
で
、
※
の
字
を
宛
て
、
他
の
社

々
で
も
、 

神  

館 

カ
ウ
ダ
チ

と
称
し
て
ゐ
る
。
神
の
為
の
台
盤
所
の
義
で
あ
る
。
古
代
に
は
、
其
人
た
ち
の
侍
す
る

内
廷
の
控
へ
所
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
「
め
」
は
元
よ
り
「
べ
」
に
通
ず
る
集
団
人
の
義
で
あ
る
。
此
中

か
ら
、
君
の
座
床
近
く
、
夜
昼
祗
候
す
る
も
の
が
、
ま
ち
ぎ
み
・
ま
へ
つ
ぎ
み
で
あ
る
。
ま
へ
つ
ぎ
み
の

中
に
も
、
旧
豪
族
の
人
々
の
交
る
様
に
な
つ
て
か
ら
、
此
を
大
ま
へ
つ
ぎ
み
と
言
ふ
様
に
な
つ
た
。
お
み

は
、
君
か
ら
多
少
遠
慮
を
持
つ
た
臣
・
従
者
へ
の
称
へ
で
あ
り
、
大
ま
へ
つ
君
は
、
全
然
君
の
配
下
と
し

て
の
称
で
あ
る
。

此
等
の
お
み
の
家
々
又
は
、
国
々
の
神
主
国
造
の
家
々
に
は
、
宮
廷
と
似
た
伝
承
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
さ

う
し
て
其
小
氏
な
る
家
々
に
も
、
配
下
た
る
村
々
の
民
の
上
に
も
、
次
第
に
宮
廷
の
信
仰
生
活
が
影
響
し
、
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又
混
同
を
生
じ
た
。
或
地
方
で
は
、
禊
ぎ
を
主
と
す
る
の
に
、
あ
る
国
々
で
は
祓
へ
を
以
て
お
な
じ
様
な

事
件
を
解
決
し
た
。
其
混
乱
は
、
吉
事
を
待
つ
為
の
禊
ぎ
を
、
凶
事
を
贖
あ
が
なひ
棄
て
る
方
便
の
祓
へ
と
一
つ

に
し
て
行
ふ
様
に
な
る
。

祓
へ
を
行
ふ
地
方
で
行
お
こ
な
はれ
た
、
五
月
雨
期
の
男
女
神
人
の
禁
欲
生
活
が
、  

雨    

障  

ア
マ
ツ
ヽ
ミ

又
は
、  

霖    

忌  

ナ
ガ
メ
イ
ミ

で

あ
つ
た
。
其
を
、
合
理
化
し
た
の
が
、
大
祓
式
で
あ
つ
た
。
村
の
を
と
こ
と
な
る
は
ず
の
　
　
成
年
戒
を

受
け
る
　
　
人
々
の
、
田
植
以
前
の
物
忌
み
が
、
其
で
あ
つ
た
。
其
を
、
次
第
に
向
上
さ
せ
て
、
宮
廷
伝

来
の
呪
詞
か
ら
出
来
た
も
の
と
信
じ
た
。

天アマ
つ
罪ツミ
は
、
田
植
ゑ
に
臨
む
、
村
の
仮
装
神
人
及
び
巫
女
　
　
早
処
女

サ
ヲ
ト
メ

　
　
の
、
長
期
の
物
忌
み
生
活
か

ら
出
た
起
原
説
明
物
語
で
あ
つ
た
。
此
等
は
、
民
人
　
　
殊
に
出
雲
人
な
ど
　
　
の
生
活
の
反
映
で
あ
る
。

す
さ
の
を
の
命
は
田
を
荒
す
神
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
其
が
、
祓
へ
の
結
果
田
を
荒
さ
ぬ
誓
ひ
を
立
て
た

事
を
、
出
雲
国
造
の
国
で
行
う
た
の
で
あ
る
。
其
旧
事
が
直
に
、
地
上
の
呪
法
と
な
る
の
だ
。
村
の
田
に

出
て
来
る
神
々
の
行
ひ
は
、
だ
か
ら
、
豪
族
の
風
を
移
し
た
村
々
の
神
人
の
歌
舞
ア
ソ
ビ
で
あ
る
。
此
時
、
此
に

接
す
る
巫
女
た
ち
の
挙
動
も
亦
、
其
写
し
に
過
ぎ
な
い
。

私
の
話
は
、
万
葉
集
の
内
容
の
発
生
の
輪
廓
と
、
万
葉
び
と
の
生
活
の
基
礎
と
な
つ
た
信
仰
生
活
と
を
完

全
に
書
き
ゝ
ら
ず
に
了
う
た
。
だ
が
、
此
論
文
に
、
若
し
多
少
の
効
果
を
予
期
す
る
事
が
出
来
る
な
ら
、
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過
去
の
研
究
は
、
過
去
の
記
述
ば
か
り
で
は
、
完
う
出
来
な
い
。
近
代
ま
で
の
引
き
続
き
を
、
常
に
考
慮

に
入
れ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
自
覚
を
抱
い
て
頂
い
た
点
に
あ
る
と
思
ふ
。
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